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カス タム仮想アプ リケーシ ョ ンの作成
エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

InstallShield では、 Microsoft App-V 形式で、 カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成する こ とができます。

仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成に関する情報は、 次のセクシ ョ ンに分かれています :

• 仮想化について

• InstallShield の仮想化イ ン ターフ ェ イスについて

• Microsoft App-V パッ ケージの作成

仮想化について

メ モ • このセクシ ョ ンは、 仮想化についての基本的な説明です。 こ こでの情報は、 一般的な概要で、 特定のベン

ダーのアーキテ クチャは特に示唆されていません。

仮想化技術を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンを独自の環境に隔離する こ と で、 既存アプ リ ケーシ ョ ン との競合を回避

し た り、 基盤と なるオペレーテ ィ ング システムの変更を避けた りする こ とが可能です。

• 標準イ ンス ト ール環境の制限事項

• アプ リ ケーシ ョ ンの仮想化の利点

標準イ ンス ト ール環境の制限事項

標準的な Windows アプ リ ケーシ ョ ンには、 複数のアプ リ ケーシ ョ ンで共有される依存関係やコ ンポーネン ト があ

り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンは、 これらの共有システム リ ソース ( レジス ト リ、 Windows システム フ ァ イルなど ) 

にアクセス し ます。 イ ンス ト ールの作成者は、 アプ リ ケーシ ョ ンに共有システム コ ンポーネン ト  (MDAC 

(Microsoft Data Access Components) など ) を参照する と認識し た と き、 マージ モジュールを含めて、 そのコ

ンポーネン ト を イ ンス ト ールし ます。
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

仮想化について
これらの共有コ ンポーネン ト の 1 つがイ ンス ト ールされる と、 同コ ンポーネン ト の以前にイ ンス ト ールされた

バージ ョ ンが上書き され、 既存のアプ リ ケーシ ョ ンが破損する こ とがあり ます。 共有コ ンポーネン ト を含むこれ

らのアプ リ ケーシ ョ ンの 1 つがアンイ ンス ト ールされる と きに、 似たよ う な問題が起こ る可能性があり ます。 こ

のよ う な潜在的な問題があるため、 エン タープラ イズ環境でアプ リ ケーシ ョ ンを配布する際、 その前に広い範囲

で互換性のテス ト を行う必要があ り ます。

以下は、 既にイ ンス ト ールされている 2 つの競合するアプ リ ケーシ ョ ンのダイアグラムです。

図 1: 既にイ ンス ト ールされているアプ リ ケーシ ョ ン間の競合の例

アプ リ ケーシ ョ ンの仮想化の利点

仮想アプ リ ケーシ ョ ンは、 アプ リ ケーシ ョ ン層とオペレーテ ィ ング システム層を別々に維持する仮想環境で実行

されます。 各アプ リ ケーシ ョ ンには、 その仮想環境に、 それ自身の構成情報を持ちます。 これによ り、 多数のア

プ リ ケーシ ョ ンは、 競合する こ と な く 、 同一のコ ンピ ュータ で他のアプ リ ケーシ ョ ン とサイ ド バイ サイ ド で実

行が可能にな り ます。

仮想アプ リ ケーシ ョ ンはローカル マシンにイ ンス ト ールされていませんが、 ローカルにイ ンス ト ールされたアプ

リ ケーシ ョ ン と同じ機能が使用でき、 ローカル サービスへのアクセスが可能です。 またパフ ォーマンスも殆ど同

じ です。

以下のダイアグラムは、 上記の例で示された競合を、 アプ リ ケーシ ョ ンの仮想化によ って解決する と きの 1 つの

例です。
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

InstallShield の仮想化イ ン ターフ ェ イスについて
図 2: アプ リ ケーシ ョ ンの仮想化の例

アプ リ ケーシ ョ ンの仮想化では、 アプ リ ケーシ ョ ンの構成を、 個々のユーザーのデスク ト ッ プ マシンではな く 、

分離環境に対し て標準化する こ とができます。 アプ リ ケーシ ョ ン オブジ ェ ク ト 、 フ ァ イル、 およびレジス ト リの

設定は、 この分離環境に含まれます。 極めて重要なアプ リ ケーシ ョ ン リ ソースは、 分離環境によ ってローカルで

管理されます。 これによ り、 アプ リ ケーシ ョ ン間のリ ソース依存を最小化する こ とができます。

アプ リ ケーシ ョ ンの仮想化によ り、 アプ リ ケーシ ョ ン間の競合範囲が大幅に縮減されるため、 互換性のテス ト が

簡素化されます。

InstallShield の仮想化イン ターフ ェ イスについて

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プロジ ェ ク ト • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 次のプロジ ェ ク ト  タ イプに含まれています :

• 基本の MSI

• MSI データベース ( ダイ レ ク ト 編集モー ド )

• ト ラ ンスフ ォーム ( ダイ レ ク ト  MST モー ド )

InstallShield では、 仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成を容易にする Microsoft App-V アシス タ ン ト が提供されてい

ます。 仮想アプ リ ケーシ ョ ンのオプシ ョ ンは、 イ ンス ト ール デザイナーでは構成できません。

これらのアシス タ ン ト のイ ン ターフ ェ イスに関する情報は、 次の ト ピ ッ クに分かれています :
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

InstallShield の仮想化イ ン ターフ ェ イスについて
• 仮想化アシス タ ン ト で表示されている タ ブについて

• 仮想化アシス タ ン ト で、 [ その他のオプシ ョ ン ]、 [ 他の場所 ]、 [ ヘルプ リ ン ク ] 選択項目を利用する

• 仮想アシス タ ン ト のナビゲーシ ョ ン

• イ ンス ト ール デザイナーを開 く

• 仮想化アシス タ ン ト の表示と非表示

仮想化アシス タ ン ト で表示されている タ ブについて

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

新しい基本の MSI または MSI データベース プロジ ェ ク ト を作成し たと き、 [Microsoft App-V] タ ブが 

InstallShield イ ン ターフ ェ イスで表示されます。 アシス タ ン ト のホーム ページでは、 そのテ ク ノ ロジーを使っ

て仮想アプ リ ケーシ ョ ンを作成する手順を示し たダイアグラムが表示されます。

このアシス タ ン ト 内から、 プロジ ェ ク ト を作成し た り、 オプシ ョ ンや要件を構成し た り できます。 また、 プロ

ジ ェ ク ト  アシス タ ン ト またはイ ンス ト ール デザイナーを使って、 従来型 Windows Installer バージ ョ ンの製品

イ ンス ト ールを定義する こ とができます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の動作について

新しい基本の MSI または MSI データベース プロジ ェ ク ト を作成し たと き、 [Microsoft App-V] タ ブが 

InstallShield イ ン ターフ ェ イスで表示されます。 

[ プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ] タ ブおよび [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブでは、 製品の Windows Installer 

ベース イ ンス ト ールの基本と なる フ レームワークが表示されます。 これらの製品要素の一部は、 Microsoft App-

V アシス タ ン ト でも表示されます。 仮想化アシス タ ン ト では、 仮想アプ リ ケーシ ョ ンのオプシ ョ ン と要件を構成

できます。

プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト と イ ンス ト ール デザイナーとの統合

Microsoft App-V アシス タ ン ト で入力し た情報は、 基になるプロジ ェ ク ト  フ ァ イルに直接保存されます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト 、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト 、 およびイ ンス ト ール デザイナーは同時に実行され

ます。 一方に変更を加える と、 すぐにも う一方にその変更が反映されます。 た と えば、 App-V アシス タ ン ト の 1 

つでフ ァ イルを削除し た場合、 そのフ ァ イルはプロジ ェ ク ト で使用できな く な り、 プロジ ェ ク ト  アシス タ ン ト ま

たはイ ンス ト ール デザイナーでも表示されな く な り ます。

仮想化アシス タ ン ト で、 [ その他のオプシ ョ ン ]、 [ 他の場
所 ]、 [ ヘルプ リ ン ク ] 選択項目を利用する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の各ページにある左列には、 イ ンス ト ールの作成と情報の検索に役立つリ ン クの

一覧が含まれています。
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

InstallShield の仮想化イ ン ターフ ェ イスについて
• その他のオプシ ョ ン — 仮想化アシス タ ン ト  ページにある特定部分に関する追加構成オプシ ョ ンを提供し ま

す。 これらは、 アシス タ ン ト のその他のオプシ ョ ンに比べ、 あま り一般的ではないオプシ ョ ンです。

• 他の場所 — 現在の仮想化アシス タ ン ト のページに対応する イ ンス ト ール デザイナー内のビ ュー。 リ ン ク を

ク リ ッ クする と、 イ ンス ト ール デザイナが起動され、 そのビ ューがアク テ ィ ブにな り ます。

• ヘルプ リ ン ク — このリ ス ト は現在の仮想化アシス タ ン ト  ページに関連するヘルプ ト ピ ッ クへのリ ン ク を提

供し ます。

仮想アシス タ ン ト のナビゲーシ ョ ン

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

タ スク Microsoft App-V アシス タ ン ト 内でページからページに移動するには、 次のいずれかを実行し ます :

• 特定のページに直接移動するには、 ページの下部にあるナビゲーシ ョ ン バーで表示されている該当するアイ

コ ンを ク リ ッ ク し ます。

• アシス タ ン ト のステ ッ プを順番に移動するには、 以下のいずれかを実行し ます :

• [ 次へ ] または [ 戻る ] 矢印ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 前 / 後ろに移動し ます。

• CTRL+TAB を押すと、 次のページに移動し、 CTRL+SHIFT+TAB を押すと、 前のページに移動し ます。

• ホーム ページに戻って、 概要ダイアグラムを表示するには、 ナビゲーシ ョ ン バーにある [ ホーム ] ボタ ン

を ク リ ッ ク し ます。

インス ト ール デザイナーを開 く

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブでは、 InstallShield イ ン ターフ ェ イスのビ ューが表示されます。 このタ ブを

使って、 Windows Installer パッ ケージを構成する こ とができます。 イ ンス ト ール デザイナーでビ ューを開 く に

は、 [ イ ンス ト ール デザイナー ] タ ブを ク リ ッ ク し ます。

メ モ • イ ンス ト ール デザイナーと Microsoft App-V アシス タ ン ト は同時に実行されます。 一方に変更を加える

と、 すぐにも う一方にその変更が反映されます。

仮想化アシス タ ン ト の表示と非表示

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。
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Microsoft App-V パッ ケージの作成
Microsoft App-V アシス タ ン ト を非表示にする場合、 そのタ ブを InstallShield イ ン ターフ ェ イスで表示されな

いよ う にできます。 逆に、 Microsoft App-V アシス タ ン ト が既に非表示になっている場合、 それを表示する こ と

もできます。

タ スク Microsoft App-V の表示と非表示を切り替えるには、 以下の手順に従います :

[ 表示 ] メ ニューで、 [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] を ク リ ッ ク し ます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト のコマン ドの横にチ ェ ッ クマークがある場合、 そのアシス タ ン ト のタ ブが 

InstallShield イ ン ターフ ェ イスに表示されます。 チ ェ ッ ク マークが表示されていないと き、 Microsoft App-V 

アシス タ ン ト は非表示になっています。

Microsoft App-V パッ ケージの作成

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft Application Virtualization (App-V) を使って、 ローカルにイ ンス ト ールする必要がないアプ リ ケー

シ ョ ンをエン ド ユーザーに配布する こ とができます。 代わり に、 App-V ク ラ イアン ト のみ、 ク ラ イアン ト  マシ

ンにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 これらの仮想アプ リ ケーシ ョ ンは、 イ ンス ト ールされる こ とがあり ませ

んが、 ローカルのオペレーテ ィ ング システム、 ミ ドル ウ ェ ア、 プ ラグイ ン、 他のアプ リ ケーシ ョ ン と交信する

こ とができます。 App-V を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンの配置を中央化し、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン間で起こ る競

合を削減できます。

Microsoft App-V および Microsoft App-V パッ ケージの作成に関する情報は、 次のセクシ ョ ンで提供されていま

す :

• Microsoft のアプ リ ケーシ ョ ンの仮想化と Microsoft App-V アシス タ ン ト の概要

• Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 App-V パッ ケージを作成

• Microsoft App-V アシス タ ン ト のリ フ ァ レンス

Microsoft のアプ リケーシ ョ ンの仮想化と Microsoft 
App-V アシス タ ン ト の概要

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft Application Virtualization (App-V) を使って、 ローカルにイ ンス ト ールする必要がないアプ リ ケー

シ ョ ンをエン ド ユーザーに配布する こ とができます。 代わり に、 App-V ク ラ イアン ト のみ、 ク ラ イアン ト  マシ

ンにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 これらの仮想アプ リ ケーシ ョ ンは、 イ ンス ト ールされる こ とがあり ませ

んが、 ローカルのオペレーテ ィ ング システム、 ミ ドル ウ ェ ア、 プ ラグイ ン、 他のアプ リ ケーシ ョ ン と交信する

こ とができます。 App-V を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンの配置を中央化し、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン間で起こ る競

合を削減できます。
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Microsoft App-V パッ ケージの作成
Microsoft App-V アシス タ ン ト  (App-V パッ ケージの構成と ビルド を行う と きに利用できます ) は、 次のページ

から構成されています :

Microsoft Application Virtualization および Microsoft App-V アシス タ ン ト についての情報は、 次の ト ピ ッ ク

を参照し て く ださい :

• Microsoft Application Virtualization (App-V) と Microsoft App-V アシス タ ン ト について

• App-V パッ ケージのコ ンポーネン ト

• Microsoft App-V アシス タ ン ト について

テーブル 1 • Microsoft App-V アシス タ ン ト を構成するページ

ページ 説明

Microsoft App-V アシス タ ン

ト  - ホーム ページ

App-V パッ ケージの作成手順を示すダイアグラムを表示し ます。 

[ パッ ケージ情報 ] ページ パッ ケージ名、 コ メ ン ト を入力し、 オペレーテ ィ ング システムの要件を指定し、

配置サーバーを識別し ます。

[ フ ァ イル ] ページ 既存のフ ァ イルと フ ォルダーを表示し た り、 フ ァ イルの追加や削除を行う こ とが

できます。 また、 選択されたフ ァ イルと フ ォルダーの分離オプシ ョ ンを設定する

こ と もできます。 分離オプシ ョ ンを指定し て、 仮想環境で、 仮想アプ リ ケーシ ョ

ンによ って要求されたフ ァ イルと フ ォルダーへのアクセスを提供するかを指定し

ます。

[ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページ App-V パッ ケージ シ ョ ー ト カ ッ ト を作成、 削除、 含める、 除外する、 または名

前を変更する。

[ レジス ト リ ] ページ レジス ト リの設定の追加、 削除、 変更、 および選択し たレジス ト リ キーの分離

オプシ ョ ンを設定できます。 分離オプシ ョ ンを指定し て、 仮想環境で、 仮想アプ

リ ケーシ ョ ンによ って要求されたレジス ト リ キーへのアクセスをどのよ う に提

供するかを指定し ます。

[Dynamic Suite Composition] 

ページ

複数の App-V パッ ケージ間の仮想アプ リ ケーシ ョ ンの相互作用を制御するため

に使用し ます。 このページで、 App-V パッ ケージが正し く 実行されるよ う にこの 

App-V パッ ケージに リ ン クする必要がある 1 つまたは複数のパッ ケージを選択

する こ とができます。

バージ ョ ン • このページは、 App-V 4.x パッ ケージで使用できます。

[ ビルド オプシ ョ ン ] ペー

ジ

[ 基本の MSI プロジ ェ ク ト  モー ド ] ビルド する リ リースを選択し ます。

[ ダイ レ ク ト 編集またはダイ レ ク ト  MST モー ド ] App-V パッ ケージのビルド 機

能を有効にするには、 [App-V パッ ケージのビルド ] オプシ ョ ンを選択し ます。
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
Microsoft Application Virtualization (App-V) と Microsoft App-V 
アシス タ ン ト について

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

このセクシ ョ ンでは、 Microsoft Application Virtualization およびそのイ ン フ ラス ト ラ クチャの概要と、

Microsoft App-V アシス タ ン ト を利用し て App-V パッ ケージを作成する こ との利点が説明されています。

• 概要

• Microsoft Application Virtualization のイ ン フ ラス ト ラ クチャ

• Microsoft App-V アシス タ ン ト の使用に関する利点

概要

Microsoft Application Virtualization (App-V) を使って、 ローカルにイ ンス ト ールする必要がないアプ リ ケー

シ ョ ンをエン ド ユーザーに配布する こ とができます。 代わり に、 App-V ク ラ イアン ト のみ、 ク ラ イアン ト  マシ

ンにイ ンス ト ールする必要があ り ます。 これらの仮想アプ リ ケーシ ョ ンは、 イ ンス ト ールされる こ とがあり ませ

んが、 ローカルのオペレーテ ィ ング システム、 ミ ドル ウ ェ ア、 プ ラグイ ン、 他のアプ リ ケーシ ョ ン と交信する

こ とができます。 App-V を使って、 アプ リ ケーシ ョ ンの配置を中央化し、 複数のアプ リ ケーシ ョ ン間で起こ る競

合を削減できます。

App-V パッ ケージはク ラ イアン ト にイ ンス ト ールされないため、 ホス ト のオペレーテ ィ ング システムまたは他の

アプ リ ケーシ ョ ンが受ける影響は最小限で済みます。 結果と し て、 アプ リ ケーシ ョ ンの競合および回帰問題のテ

ス ト を行う必要が大幅に削減されます。 

Microsoft Application Virtualization を利用し て、 配置されたアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ールと管理を一元

化し て、 アプ リ ケーシ ョ ンへのアクセスを制御する こ とができます。 App-V ク ラ イアン ト は、 ユーザーがアクセ

スできるアプ リ ケーシ ョ ンの一覧をエン ド ユーザーに提示し ます。 

Microsoft Application Virtualization のイ ン フ ラス ト ラ クチャ

Microsoft Application Virtualization (App-V) のイ ン フ ラス ト ラ クチャには、 次が含まれています :

• App-V シーケンサー — The App-V シーケンサーは、 アプ リ ケーシ ョ ン データ を App-V サーバーおよびク ラ

イアン ト と互換性を持つフ ォーマ ッ ト に変換し て、 App-V パッ ケージを作成し ます。

• App-V サーバー — App-V パッ ケージは、 1 つ以上の App-V サーバーに配置する こ とが可能なため、 オンデマ

ン ド でク ラ イアン ト にス ト リームし、 ローカルにキャ ッ シュする こ とが可能です。 

• アプ リ ケーシ ョ ン仮想化ク ラ イアン ト  — App-V ク ラ イアン ト は、 エン ド ユーザーが App-V サーバーで使用

可能な App-V パッ ケージ と対話できるよ う にするシステム コ ンポーネン ト です。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の使用に関する利点

App-V パッ ケージを作成する と き、 App-V シーケンサーを使う代わり に、 次のダイアグラムに従って 

InstallShield Microsoft App-V アシス タ ン ト を使用する こ とができます :
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図 3: Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 App-V パッ ケージを作成

Microsoft App-V シーケンサーの代わり に Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 App-V パッ ケージを作成す

る と き、 次のよ う な利点があ り ます :

製品を ク リーン マシンにイ ンス ト ールする必要がない

Microsoft App-V シーケンサーは、 パッ ケージを ク リーン マシンにイ ンス ト ールし て、 イ ンス ト ールの前に作成

し たフ ァ イル システム スナ ッ プシ ョ ッ ト を イ ンス ト ールの後に作成し たものと比較する こ とによ り、 App-V 

パッ ケージの作成に必要な情報を取得し ます。 このタ スク を適切に実行するために、 2 つの要件があ り ます :

• 製品は必ずク リーン マシンにイ ンス ト ールする — イ ンス ト ールによ って加えられたすべての変更をキャ プ

チャするには、 シーケンスを ク リーン マシン ( オペレーテ ィ ング システム、 必要なサービス パッ ク、 およ

び App-V シーケンサーのみイ ンス ト ールされている コ ンピ ューター ) で実行する必要があ り ます。 新しいク

リーン マシンは、 シーケンス される各アプ リ ケーシ ョ ンに対し て再作成される必要があ り ます。

• シーケンスの開始の前に、 イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を判明する — アプ リ ケーシ ョ ンを効率的にシーケン

スするためには、 イ ンス ト ールの適切な動作について詳細に把握し ている必要があり ます。 シーケンス処理

を開始する前に、 シーケンサーには、 シーケンス されるアプ リ ケーシ ョ ンのイ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を指

定する必要があ り ます。 この情報は簡単にアクセスできるよ う になっていないため、 格納されている場所を

見つける場合、 または、 シーケンスの前にイ ンス ト ールを 1 度だけ実行する場合、 イ ンス ト ールを編集ツー

ルで開 く 必要が場合によ ってあ り ます。

パッ ケージを イ ンス ト ールする代わり に、 Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 App-V アプ リ ケーシ ョ ンを直接イ

ンス ト ールから作成するために必要な情報を取得し ます。 イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ など、 イ ンス ト ール内の設

定についての知識は必要あ り ません。 この情報を取得するためにアプ リ ケーシ ョ ンを イ ンス ト ールする必要はな

いため、 ローカル マシンに変更が永久的に行われる こ とはな く 、 ク リーン マシン も必要あ り ません。
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変換の後、 App-V パッ ケージを即座にテス ト する こ とができる機能

App-V パッ ケージを実行するには、 App-V ク ラ イアン ト がマシンにイ ンス ト ールされている必要があ り ます。

シーケンスは、 App-V ク ラ イアン ト がイ ンス ト ールされていないク リーン マシンで実行する必要があるため、 新

規作成された  App-V パッ ケージをシーケンスに使用し たマシンで即座にテス ト する こ とはできません。

Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 App-V パッ ケージを App-V サーバーに配布する前に、 変換の後すぐに App-

V アプ リ ケーシ ョ ンをローカルで起動し、 テス ト する こ とができる起動ユーテ ィ リ テ ィ が含まれています。

この機能には、 App-V ク ラ イアン ト がローカル マシンにイ ンス ト ールされている必要があ り ます。

App-V パッ ケージ に診断ツールを含める機能のサポー ト

仮想環境で仮想アプ リ ケーシ ョ ンを実行する と き、 その中身を検証し て、 評価またはデバッ グを行いと きがあり

ます。 ただし、 イ ンス ト ール済みのアプ リ ケーシ ョ ンを検証する と きに使用する標準の診断ツール ( 例、 レジス

ト リ エデ ィ ター、 Windows コマン ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウ ) は、 App-V 4.x 仮想環境内では通常使用できませ

ん。 仮想アプ リ ケーシ ョ ンが仮想環境内で実行されている と き、 その仮想環境の外側にあるアプ リ ケーシ ョ ンは、

その存在を認識できません。

InstallShield App-V アシス タ ン ト を使って、 App-V 4.x パッ ケージを作成する と き、 仮想環境へのアクセス と共

に、 ローカル マシン上の Cmd.exe および Regedit.exe を使用できる診断ツールへのシ ョ ー ト カ ッ ト を App-V パッ

ケージに含める選択をする こ とができます。

App-V 5.x から、 App-V 起動ツールが仮想環境内でコマン ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウを起動できるよ う になったた

め、 App-V パッ ケージに診断ツールへのシ ョ ー ト カ ッ ト を直接含める必要がな く な り ま し た。

App-V パッ ケージのコ ンポーネン ト

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージを構成する フ ァ イルは、 Appー V パッ ケージのバージ ョ ンによ って異な り ます。

App-V5.x パッ ケージ (.appv) のコ ンポーネン ト

以下のテーブルは、 App-V 5.x パッ ケージ (.appv) のコ ンポーネン ト の説明です :

テーブル 2 • App-V5.x パッ ケージ のコ ンポーネン ト

File 説明

.appv .appv フ ァ イルは、 パッ ケージのその他の部分をすべて含む、 圧縮パッ ケージ フ ァ

イルです。

[Content_Types].xml このフ ァ イルには、 パッ ケージがサポー ト する フ ァ イル拡張子のリ ス ト 、 および各

拡張子タ イプがマ ッ プ される コ ンテンツの種類が含まれています。

AppxBlockMap.xml このフ ァ イルは、 ヘ ッ ダー サイズと フ ァ イル サイズといった詳細を含むフ ァ イル

のリ ス ト を含みます。

AppxManifest.xml このフ ァ イルにはパッ ケージについてのメ タデータが含まれています。
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App-V 4.x パッ ケージ (.sft) のコ ンポーネン ト

以下のテーブルは、 App-V 4.x (.sft) パッ ケージの主要なコ ンポーネン ト の説明です :

Microsoft App-V アシス タ ン ト について

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト についての情報は、 次のセクシ ョ ンに分かれています :

• Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って App-V パッ ケージを作成する と きのプロセス

• サポー ト されている InstallShield のプロジ ェ ク ト  タ イプ

• ト ラ ンスフ ォームを App-V アプ リ ケーシ ョ ンに含める方法

• Windows サービスを App-V パッ ケージに統合する方法

FilesystemMetadata.xml このフ ァ イルには、 短いフ ァ イル名、 デ ィ レ ク ト リ フ ァ イルの階層構造、 および

ルー ト  フ ォルダーと INSTALLDIR との間のマ ッ ピングなどの情報が含まれていま

す。

Registry.dat このフ ァ イルにはパッ ケージのレジス ト リ データが含まれています。

StreamMap.xml このフ ァ イルには、 機能ブロ ッ ク 1 の情報が含まれています。

テーブル 3 • App-V 4.x パッ ケージ のコ ンポーネン ト

File 説明

.sft .sft フ ァ イルには、 すべてのフ ァ イル、 レジス ト リ情報、 並びにその他のパッ ケー

ジ構成情報が含まれています。

マニフ ェ ス ト  フ ァ イル このフ ァ イルは XML フ ァ イルで、 App-V パッ ケージに含まれるすべての .osd フ ァ

イルを一覧表示し ます。

.osd .osd フ ァ イルは XML ベースのフ ァ イルで、 実行可能なパッ ケージの個別ターゲッ

ト  ( またはアプ リ ケーシ ョ ン ) について説明し ます。

.ico .ico フ ァ イルは、 パブ リ ッ シュ されたシ ョ ー ト カ ッ ト およびフ ァ イルの種類の関連

付けに使用されるアイ コ ン フ ァ イルです。

.sprj このフ ァ イルは、 Microsoft App-V Sequencer プロジ ェ ク ト  フ ァ イルです。 .sft 

および .osd フ ァ イル、 並びにシーケンス プロセス関連の多 く の設定への参照を含

みます。

テーブル 2 • App-V5.x パッ ケージ のコ ンポーネン ト  ( 続き )

File 説明
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Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って App-V パッ ケージを作成する と きのプロセス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト を利用し て、 Windows Installer パッ ケージを App-V パッ ケージに変換する こ と

ができます。 このプロセスの最中に、 以下のタ スク を行う こ とができます :

• パッ ケージ情報と配置オプシ ョ ンの指定 — パッ ケージ名、 ルー ト  フ ォルダー名、 コ メ ン ト を入力し、 オペ

レーテ ィ ング システムの要件を指定し、 配置サーバーを識別し ます。

• フ ァ イル、 フ ォルダー、 シ ョ ー ト カ ッ ト 、 レジス ト リの設定を指定する — App-V パッ ケージに含める フ ァ イ

ル、 フ ォルダー、 アプ リ ケーシ ョ ン シ ョ ー ト カ ッ ト 、 およびレジス ト リ を指定し ます。

• 分離オプシ ョ ンの構成 — 選択し たフ ァ イル、 フ ォルダー、 およびレジス ト リ キーの分離オプシ ョ ンを設定

し ます。 

• ビルド — App-V パッ ケージのビルド オプシ ョ ンを指定し て、 ビルド を行います。

次の図は、 App-V パッ ケージの作成プロセスを説明し ます :

図 4: App-V パッ ケージの作成

サポー ト されている InstallShield のプロジ ェ ク ト  タ イプ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[Microsoft App-V] タ ブは、 次のいずれかの InstallShield プロジ ェ ク ト  タ イプが開いている と き使用できます

:
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• 基本の MSI プロジ ェ ク ト

• MSI データベース ( ダイ レ ク ト 編集モー ド )

• ト ラ ンスフ ォーム ( ダイ レ ク ト  MST モー ド )

ト ラ ンスフ ォームを App-V アプ リ ケーシ ョ ンに含める方法

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト では App-V パッ ケージに ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルを Windows Installer パッ

ケージ と共に含める こ とができます。

• App-V パッ ケージのビルド時に ト ラ ンスフ ォームが適用されるプロセス Ñ App-V アプ リ ケーシ ョ ンのビルド

時、 指定し た ト ラ ンスフ ォームが自動的にベースの Windows Installer (.msi) パッ ケージに適用され一時

パッ ケージが作成されます。 そのあと、 その一時パッ ケージから App-V パッ ケージが生成されます。

• 新しい ト ラ ンスフ ォームの作成 Ñ 新しい ト ラ ンスフ ォームを InstallShield で作成し、 その ト ラ ンスフ ォー

ム フ ァ イルから App-V パッ ケージをビルド できます。 InstallShield で新しい ト ラ ンスフ ォームを作成し た

と き、 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ド で、 ルー ト  .msi フ ァ イルを指定し ます。 そのウ ィ ザー ド を使

用し た後、 App-V パッ ケージを生成するためのステ ッ プは、 [ 直接編集 ] モー ド で Windows Installer パッ

ケージを編集する場合と同じ です。

• Windows Installer パッ ケージを既存の ト ラ ンスフ ォームと共に変換する Ñ Windows Installer パッ ケージ

に 1 つ以上の既存の ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルがあ り、 これらの ト ラ ンスフ ォームを App-V パッ ケージに

含める場合 (.msi  フ ァ イルではな く ) ト ラ ンスフ ォームの 1 つを InstallShield で開 く 必要があ り ます。

ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが開き、 ルー ト  .msi フ ァ イルと、 既存の .mst フ ァ イルから含める

フ ァ イルを指定するよ う に要求されます。 そのウ ィ ザー ド を使用し た後、 App-V パッ ケージを生成するため

のステ ッ プは、 [ 直接編集 ] モー ド で Windows Installer パッ ケージを編集する場合と同じ です。

注意 • App-V パッ ケージに追加するすべての ト ラ ンスフ ォームは、 App-V アパッ ケージのビルド時にアクセスで

きるよ う に Windows Installer .msi パッ ケージ と同じ フ ォルダーに配置する必要があり ます。

Windows サービスを App-V パッ ケージに統合する方法

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト を利用し て、 Windows Installer パッ ケージを App-V パッ ケージに変換する と き、

発生し た Windows サービスへの参照は、 App-V パッ ケージに統合されます。 Windows Installer パッ ケージでは、

Windows サービスは、 ServiceInstall テーブルのエン ト リ、 または Windows サービスのレジス ト リ エン ト リ し

て示される こ とがあ り ます。

• ServiceInstall テーブル Ñ Windows Installer パッ ケージにおける Windows サービスの使用が、

ServiceInstall テーブル内のエン ト リ で示される場合、 App-V アシス タ ン ト はそのエン ト リ を Windows サー

ビスの標準レジス ト リ エン ト リ に変換し ます。 

• レジス ト リ エン ト リ Ñ Windows Installer パッ ケージにおける Windows サービスの使用が、 ( 可能性と し

て、 パッ ケージ化の結果と し て） Windows サービスのレジス ト リ エン ト リ で示される場合、 アプ リ ケーシ ョ
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ンが仮想環境内で Windows サービスを使用するために、 Microsoft App-V アシス タ ン ト が変更を行う必要は

あ り ません。

シーケンスの開始と シャ ッ ト ダウン

App-V パッ ケージに関連付けられている Windows サービスがある場合、 App-V は仮想環境内でまず Windows サー

ビスを開始し、 それから仮想アプ リ ケーシ ョ ンを起動し ます。 Windows サービスはタ スク マネージャーで別のプ

ロセス と し て開始されますが、 App-V はサービスを仮想環境内で実行し ます。

シャ ッ ト ダウンする と き、 App-V は、 まず仮想アプ リ ケーシ ョ ンをシャ ッ ト ダウン し、 それから Windows サービ

スをシャ ッ ト ダウン し ます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 App-V パッ ケー
ジを作成

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

以下は、 App-V パッ ケージを作成するための手順です :

テーブル 4 • Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って App-V パッ ケージを作成する と きの手順

ステ ッ プ 説明

ステ ッ プ 

1

パッ ケージ情報と配置オプシ ョ ンを指定する

ステ ッ プ 

2

App-V パッ ケージ内のフ ァ イルを管理する

ステ ッ プ 

3

フ ォルダーと フ ァ イルの仮想化分離オプシ ョ ンを設定する

ステ ッ プ 

4

App-V パッ ケージの実行可能フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を変更する

ステ ッ プ 

5

App-V パッ ケージのレジス ト リ設定を変更する

ステ ッ プ 

6

App-V パッ ケージのレジス ト リの分離オプシ ョ ンを設定する

ステ ッ プ 

7

Dynamic Suite Composition の実行

バージ ョ ン • この情報は App-V 4.x パッ ケージに適用し ます。

ステ ッ プ 

8

ビルド オプシ ョ ンを変更する
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パッ ケージ情報と配置オプシ ョ ンを指定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージを作成する と き、 最初のステ ッ プ と し て、 [ パッ ケージ情報 ] ページでまずパッ ケージ名、

ルー ト  フ ォルダー名を指定し、 コ メ ン ト を入力し ます。 このページで、 オペレーテ ィ ング システムの要件を指

定し、 配置サーバーを識別し、 仮想パッ ケージに診断ツールを含めるかど うかを指定する こ と もできます。 また、

必要に応じ て、 App-V パッ ケージのア ッ プグレー ド情報を指定する こ と もできます。

パッ ケージ情報を指定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージを作成する最初の手順は、 パッ ケージ名などの情報を入力する こ と です。

タ スク パッ ケージ情報を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ パッ ケージ情報 ] ページが開きます。

2. " パッ ケージ名 " フ ィ ールド に仮想パッ ケージの名前を入力し ます。 

3. " コ メ ン ト " フ ィ ールド に、 App-V パッ ケージの短い説明を入力し ます。

オペレーテ ィ ング システムの要件を指定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージのオペレーテ ィ ング システムの要件を指定するには、 次のステ ッ プを実行し ます :

ステ ッ プ 

9

App-V パッ ケージをビルド する

ステ ッ プ 

10

App-V パッ ケージのラ ンチャー ツールを使って App-V パッ ケージをテス ト する

テーブル 4 •  ( 続き )Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って App-V パッ ケージを作成する と きの手順

ステ ッ プ 説明
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タ スク オペレーテ ィ ング システムの要件を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ パッ ケージ情報 ] ページが開きます。

2. [App-V パッ ケージに特定のオペレーテ ィ ング システム要件があ り ますか ?] オプシ ョ ンでは、 次のいずれか

を選択し ます :

• いいえ — このアプ リ ケーシ ョ ンが一覧に表示されているすべてのオペレーテ ィ ング システム上で実行さ

れる場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンが選択される と、 オペレーテ ィ ング システム

のチ ェ ッ ク ボ ッ クスがロ ッ ク され、 変更が不可能にな り ます。

• はい — アプ リ ケーシ ョ ンが一覧に表示されているオペレーテ ィ ング システムの 1 つをサポー ト し ない

場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。 このオプシ ョ ンを選択する と、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスのロ ッ クが解除

され、 サポー ト 対象外のオペレーテ ィ ング システムの選択がク リ ア されます。

3. [ はい ] を選択し た場合、 このアプ リ ケーシ ョ ンがサポー ト するオペレーテ ィ ング システムを選択し て、 こ

のアプ リ ケーシ ョ ンがサポー ト し ないものを ク リ ア し ます。

ア ッ プグレー ド パッ ケージ情報を指定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

InstallShield では、 App-V パッ ケージのア ッ プグレー ド を作成するかど うかを指定できます。 ア ッ プグレー ド

を作成する と指定し た場合、 App-V パッ ケージのフ ァ イル名の後にバージ ョ ン番号を付加するかど うかなど、 追

加の情報を指定する こ とができます。

タ スク ア ッ プグレー ド情報を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ パッ ケージ情報 ] ページが開きます。

2. [ 他のオプシ ョ ン ] 領域で、 [ ア ッ プグレー ド設定 ] を ク リ ッ ク し ます。 [App-V パッ ケージのア ッ プグレー

ドの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 以下のいずれかを実行し ます。

• App-V パッ ケージのア ッ プグレー ド を作成する場合、 [ ア ッ プグレー ド を有効にする ] チ ェ ッ クボ ッ ク

スを選択し ます。 ア ッ プグレー ド するパッ ケージを指定し ます。 パッ ケージ名にバージ ョ ン番号を自動

的に含める場合、 [ パッ ケージ名にバージ ョ ン番号を追加する ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

• ア ッ プグレー ド パッ ケージを作成し ない場合、 [ ア ッ プグレー ド を有効にする ] チ ェ ッ クボ ッ クスを ク

リ ア し ます。

配置サーバーを指定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージの配置サーバーを指定するには、 次のステ ッ プを実行し ます :
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タ スク 配置サーバーを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ パッ ケージ情報 ] ページが開きます。

2. [App-V パッ ケージの配布先 ] の下で、 適切なオプシ ョ ンを構成し ます : 詳細については、 「[ パッ ケージ情報 ] 

ページ」 を参照し て く だ さい。

診断ツールを App-V パッ ケージに含める

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • 診断ツールは、 App-V 4.x パッ ケージで使用できます。 App-V 5.x から、 パッ ケージに直接診断

ツール シ ョ ー ト カ ッ ト を挿入する必要がな く な り ま し た。 App-V ラ ンチャー ツールは、 App-V  5.x パッ ケージ

の仮想環境内から コマン ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウを起動する こ とができます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 App-V パッ ケージにレジス ト リ エデ ィ タおよび Windows コマン ド プ

ロンプ ト 診断ツールを含めるかど うかを指定できます。

診断ツールを App-V パッ ケージに含める と、 仮想環境で実行中、 アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ またはフ ァ イル 

システムを見る こ とができるよ う にな り ます。 た と えば、 App-V パッ ケージの実行中に、 アプ リ ケーシ ョ ンが 

DLL をロー ド できませんとい う エラー メ ッ セージを受け取った場合、 これらの診断ツールを使って、 問題の ト ラ

ブルシューテ ィ ングを行う こ とができます。

タ スク 診断ツールを App-V パッ ケージに含めるには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ パッ ケージ情報 ] ページが開きます。

2. [ その他のオプシ ョ ン ] 領域で、 [ 診断ツール ] を ク リ ッ ク し ます。 [ 診断ツール ] ダイアログ ボ ッ クスが

開きます。

3. ローカル マシン上の Regedit.exe を使用し て仮想環境にアクセスできるよ う に、 App-V パッ ケージにレジス

ト リ エデ ィ ターを含める場合、 [ レジス ト リの診断 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

[ レジス ト リの診断 ] オプシ ョ ンが選択された場合、 Virtual Registry.osd とい う名前のフ ァ イルが  App-V 

Package フ ォルダーに作成されます。 Virtual Registry.osd は、 仮想環境内でレジス ト リ を表示する と き使

用できます。

4. ローカル マシン上の Cmd.exe を使用し て仮想環境にアクセスできるよ う に、 App-V パッ ケージに Windows コ

マン ド プロンプ ト  アプ リ ケーシ ョ ンを含める場合、 [ フ ァ イル システムの診断 ] オプシ ョ ンを選択し ます。

[ フ ァ イル システムの診断 ] オプシ ョ ンが選択された場合、 Virtual File System.osd とい う名前のフ ァ イル

が  App-V Package フ ォルダーに作成されます。 Virtual File System.osd は、 仮想環境内でレジス ト リ を表

示する と き使用できます。

5. [OK] を ク リ ッ ク し ます。
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仮想環境内で診断ツールを起動する

[ 診断ツール ] ダイアログ ボ ッ クスで [ レジス ト リの診断 ] または [ フ ァ イル システムの診断 ] オプシ ョ ンを

選択し た場合、 それらのツールのシ ョ ー ト カ ッ ト が自動的に App-V パッ ケージに追加されます。

エン ド ユーザーがこの App-V パッ ケージを実行し た場合、 2 つの追加のシ ョ ー ト カ ッ ト がアプ リ ケーシ ョ ンの

シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダーで提供されます。 これらのシ ョ ー ト カ ッ ト の名前は、 アプ リ ケーシ ョ ンの名前と同じ

です。 例 :

[ProductName] Registry

[ProductName] File System

エン ド ユーザーがこれらのシ ョ ー ト カ ッ ト の 1 つを起動し た と き、 その診断ツールが、 アプ リ ケーシ ョ ンの仮

想環境のコ ンテキス ト 内で起動されます。

App-V パッ ケージ内のフ ァ イルを管理する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージを作成するための次のステ ッ プでは、 既存のフ ァ イルと フ ォルダーを表示し て、 フ ァ イルと

フ ォルダーの追加と削除を行い、 フ ォルダーと フ ァ イルの分離オプシ ョ ンを設定し ます。 

次のタ スクは、 [ フ ァ イル ] ページで実行されます。

• App-V パッ ケージ内のフ ァ イルと フ ォルダーを追加 / 削除 / 移動する

• 定義済みフ ォルダーの表示を制御する

• プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リの指定

App-V パッ ケージ内のフ ァ イルと フ ォルダーを追加 / 削除 / 移動する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ フ ァ イル ] ページにある送信先ツ リー内のデ ィ レ ク ト リは、 アプ リ ケーシ ョ

ンがエン ド ユーザーのマシンにイ ンス ト ールされたと きどのよ う に見えるかを示し ます。

[ フ ァ イル ] ページで、 現在 App-V パッ ケージに存在するすべてのフ ァ イルと フ ォルダーを表示し た り、 新しい

フ ァ イルと フ ォルダーと追加し て App-V パッ ケージに含めた り、 App-V パッ ケージから フ ァ イルと フ ォルダーを

削除し た り できます。

フ ァ イルを App-V パッ ケージに追加する

フ ァ イルを App-V パッ ケージに追加するには、 次のステ ッ プを実行し ます :
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タ スク フ ァ イルを App-V  パッ ケージに追加するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。 フ ァ イルと フ ォルダーが、

[Microsoft App-V アプ リ ケーシ ョ ン ] ツ リーに、 イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ ご とに分かれて表示されます。

フ ォルダーは左側の列に表示され、 選択されたフ ォルダー内のフ ァ イルはすべて右側に表示されます。 青色

のフ ォルダーは、 サポー ト されている MSI 標準フ ォルダーです。 チ ェ ッ ク マークが付いたフ ォルダーは 

INSTALLDIR です。 これは、 メ イ ンの製品イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ を示し ます。 

2. フ ォルダー ツ リーを参照し て、 フ ァ イルを追加する フ ォルダーを見つけます。

3. フ ォルダーを選択し て、 [ フ ァ イルの追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ クスが開き

ます。

4. 追加する フ ァ イル ( 複数可 ) を選択し て [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 選択し たフ ァ イルが一覧に表示されま

す。

ヒ ン ト • 複数のフ ァ イルを選択する場合、 Shift ( 連続する フ ァ イルの場合 ) キーまたは Ctrl キー ( 連続

し ていないフ ァ イルの場合 ) を使います。

ド ラ ッ グ アン ド  ド ロ ッ プで、 フ ァ イルをシステムから追加する

フ ァ イルと フ ォルダーを使用中のコ ンピ ューターのデ ィ レ ク ト リから ツ リー内の任意の場所に ド ラ ッ グ アン ド 

ド ロ ッ プ し て、 [ フ ァ イル ] ページで App-V パッ ケージにフ ァ イルと フ ォルダーを追加する こ と もできます。

既存のフ ォルダー （およびそのコ ンテンツ ) を App-V パッ ケージに追加する

既存のフ ォルダーと その中のすべてのフ ァ イルとサブ フ ォルダーを App-V パッ ケージに追加するには、 次のス

テ ッ プを実行し ます :

タ スク 既存のフ ォルダーを App-V パッ ケージに追加するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。 フ ァ イルと フ ォルダーが、

[Microsoft App-V アプ リ ケーシ ョ ン ] ツ リーに、 イ ンス ト ール デ ィ レ ク ト リ ご とに分かれて表示されます。

2. フ ォルダー ツ リーを参照し て、 フ ォルダーを追加する フ ォルダーを見つけます。

3. フ ォルダーを選択し て、 [ フ ォルダーの追加 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ フ ォルダーの参照 ] ダイアログ 

ボ ッ クスが開き、 コ ンピ ューターで使用できるすべてのデ ィ レ ク ト リの一覧が表示されます。

4. フ ォルダーを選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

(Windows Installer パッ ケージではな く ) InstallShield プロジ ェ ク ト を編集する場合、 ソース フ ォル

ダーへのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成するかど うかを選択するよ う に要求されます。

5. 次のいずれかを選択し て、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を作成するかど う かを指定し ます :

• いいえ —App-V オプシ ョ ンによ り高い柔軟性を もたせるため、 [ いいえ ] を選択し て、 ダイナ ミ ッ ク 

フ ァ イル リ ン ク を使用し ないこ と をお勧めし ます。 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク を使用する場合、 こ

のフ ォルダー内のアイテムについて分離オプシ ョ ンを カス タ マイズできな く な り ます。
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• はい — すべてのフ ァ イルと フ ォルダーに対し てデフ ォル ト の分離オプシ ョ ンを使用する場合、 [ はい ] 

を ク リ ッ ク し て、 ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン ク オプシ ョ ンを選択し ます。 [ ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル 

リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 ダイナ ミ ッ ク リ ン クのソース フ ォルダーを指定し、 ダイ

ナ ミ ッ ク リ ン クに含める フ ァ イルと フ ォルダーに関するオプシ ョ ンを設定するよ う に要求されます。 [

ダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスをご覧 く ださい。

選択し たフ ォルダーが、 その中のフ ァ イルと フ ォルダーと共に表示されます。

新規フ ォルダーの作成

タ スク 新しいフ ォルダーを作成するには、 以下の手順を実行し ます。

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。

2. [Microsoft App-V アプ リ ケーシ ョ ン ] ツ リーで、 新しいフ ォルダーを含める フ ォルダーを右ク リ ッ ク し てか

ら、 [ 新しいフ ォルダー ] を ク リ ッ ク し ます。 InstallShield が選択されたフ ォルダーのサブ フ ォルダーと

し て、 新しいフ ォルダーを作成し ます。

3. 新規フ ォルダーの名前を入力し ます。

フ ァ イルと フ ォルダーの移動

[App-V パッ ケージ ] フ ォルダー ツ リー構造内でフ ォルダーの場所を変更するには、 次のステ ッ プを実行し ます

:

タ スク フ ァ イルまたはフ ォルダーを移動するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。

2. [Microsoft App-V アプ リ ケーシ ョ ン ] ツ リーで、 移動させたいフ ァ イルまたはフ ォルダーを新しい場所に ド

ラ ッ グし ます。

フ ァ イルと フ ォルダーの削除

App-V パッ ケージから フ ァ イルまたはフ ォルダー ( およびそのすべてのコ ンテンツ ) を削除するには、 次のス

テ ッ プを実行し ます :

タ スク フ ァ イルまたはフ ォルダーを削除するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。

2. [Microsoft App-V アプ リ ケーシ ョ ン ] ツ リーで、 削除する フ ァ イルまたはフ ォルダーを右ク リ ッ ク し ます。

削除の確認が要求されます。

3. [ はい ] を ク リ ッ ク し ます。

InstallShield が選択されたフ ァ イルまたはフ ォルダーを削除し ます。
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注意 • フ ォルダーを削除する選択を し た場合、 App-V アパッ ケージからだけではな く 、 プロジ ェ ク ト 全体から

フ ォルダーに含まれるすべてのフ ァ イルとサブ フ ォルダーも削除されます。

メ モ • 定義済みフ ォルダーは削除できません。 これらのフ ォルダーは、 非表示にする こ とのみ可能です。 詳細につ

いては、 「定義済みフ ォルダーの表示を制御する」 を参照し て く だ さい。 

定義済みフ ォルダーの表示を制御する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ フ ァ イル ] ページでは、 よ り一般的に使用される フ ォルダー ([ProgramFilesFolder]、 [CommonFilesFolder] など ) 

が [Microsoft App-V パッ ケージ ] ツ リーで最初に表示されます。 このページで定義済みフ ォルダーを表示およ

び非表示にする こ とができます。

タ スク 追加定義済みフ ォルダーを表示するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。

2. [Microsoft App-V アプ リ ケーシ ョ ン ] ノ ー ド を右ク リ ッ ク し て、 [ 定義済みフ ォルダーの表示 ] をポイ ン ト

し てから、 表示する定義済みフ ォルダーを ク リ ッ ク し ます。

現在表示されている フ ォルダーはチ ェ ッ ク マークが先頭に付いています。 現在表示されていないフ ォルダー

にはチ ェ ッ ク マークがあ り ません。

InstallShield は Microsoft App-V パッ ケージ ツ リーのルー ト  レベルに定義済みフ ォルダーを追加し ます。

ヒ ン ト • 定義済みフ ォルダーを非表示にするには、 定義済みフ ォルダーのリ ス ト で該当する ものを ク リ ッ ク し ま

す。

メ モ • [ProgramFilesFolder] を非表示にする こ とはできません。

プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リの指定

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージが Application Virtualization Client がイ ンス ト ールされているマシンで実行されている と

き、 それらは App-V キャ ッ シュ ド ラ イブから実行されます。
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パフ ォーマンスを最適化するため、 アプ リ ケーシ ョ ンの大半のフ ァ イルは、 実行時にこのド ラ イブにマウン ト し

ます。 これを行う ために、 App-V パッ ケージがロー ド されたと き、 このデ ィ レ ク ト リ を App-V リ テ ラル キャ ッ

シュ ド ラ イブにマウン ト できるよ う にアプ リ ケーシ ョ ンのプラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を判別し

てお く と便利です。

App-V パッ ケージが AdminStudio ツールのいずれかを使ってビルド された と き、 App-V パッ ケージのプ ラ イマ リ 

アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リの判別に次の一連のステ ッ プが使用されます :

プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を明示的に指定する

App-V パッ ケージのプラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を指定するには、 次のステ ッ プを実行し ます :

テーブル 5 • プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を自動判別するためのステ ッ プ

# ステ ッ プ 説明

1 プ ラ イマ リ アプ リ ケー

シ ョ ンのデ ィ レ ク ト リ を

明示的に設定する

デ ィ レ ク ト リが [ プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ ] ダイアログ 

ボ ッ クスで指定された場合、 そのデ ィ レ ク ト リが使用されます。

詳細については、 「[ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス」 を参照し て

く ださい。

2 INSTALLDIR 変数の値 Windows Installer パッ ケージで INSTALLDIR ( イ ンス ト ールのためのルー ト  

イ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リ を指定する Windows Installer プロパテ ィ ) に

値がある と き、 その値はプラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ と し て使

用されます。

メ モ • InstallShield または AdminStudio で作成されたすべての Windows 

Installer パッ ケージは、 INSTALLDIR 変数に値を持ちます。

3 ProgramFilesFolder の

サブデ ィ レ ク ト リ内の

シ ョ ー ト カ ッ ト の場所

シ ョ ー ト カ ッ ト の .exe ターゲッ ト の 1 つが、 ProgramFilesFolder のサブデ ィ

レ ク ト リ にある場合、 ProgramFilesFolder のすぐ下にある フ ォルダーがプラ イ

マ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ と し て使用されます。 例 :

C:\Program Files\YourApplication

4 ProgramFilesFolder 以

外のデ ィ レ ク ト リ内の

シ ョ ー ト カ ッ ト の場所

ProgramFilesFolder のサブデ ィ レ ク ト リ に .exe ターゲッ ト が存在し ない場合、

.exe を含むシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト  デ ィ レ ク ト リが使用されます。

5 ProgramFilesFolder 上記のいずれも存在し ない場合、 プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ

は ProgramFilesFolder に設定されます。 通常、 以下のよ う にな り ます :

C:\Program Files
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タ スク プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を指定するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。

2. [ その他のオプシ ョ ン ] 領域で、 [ プ ラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ ] を ク リ ッ ク し ます。 [ プラ

イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 ( 既に指定されている場合 ) 現在の

プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リの設定が表示されます。

3. 省略記号ボタ ン (...) を ク リ ッ ク し ます。 [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 この App-V 

パッ ケージに対し て現在選択可能なイ ンス ト ール先デ ィ レ ク ト リがすべて一覧表示されます。

4. 一覧からデ ィ レ ク ト リ を 1 つを選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。

フ ォルダーと フ ァ イルの仮想化分離オプシ ョ ンを設定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • 一部の設定は、 特定のバージ ョ ンの App-V パッ ケージ に適用し ます。 バージ ョ ン固有の違いにつ

いては、 必要に応じ て記述されています。

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 フ ォルダー (App-V 4.x および 5.x パッ ケージ ) と フ ァ イル (App-V 

4.x パッ ケージ ) の分離オプシ ョ ンを構成できます。 分離オプシ ョ ンは、 仮想アプ リ ケーシ ョ ンが必要とするシ

ステム リ ソースへのアクセスを分離環境でどのよ う に提供するかを示し ます。 ク ラ イアン ト  システム上の 1 つ

以上のフ ォルダーを無視するか、 1 つ以上のフ ォルダーを結合し たビ ューを作成する こ とができます。

タ スク フ ォルダーまたはフ ァ イルに分離オプシ ョ ンを構成するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ フ ァ イル ] ページが開きます。

2. 構成する フ ァ イルまたはフ ォルダ ― を右ク リ ッ ク し てから、 [ 分離オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

Options ダイアログ ボ ッ クスが開きます。

3. 適切なオプシ ョ ンを選択し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

カス タム分離オプシ ョ ンを持つフ ァ イルと フ ォルダーは特別なアイ コ ンでマーク されています :

使用可能な様々なオプシ ョ ンについての情報は、 次を参照し て く だ さい :

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス ( フ ォルダーの分離オプシ ョ ンを構成する )

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス ( フ ァ イルの分離オプシ ョ ンを構成する )
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フ ォルダーから フ ァ イルへの分離オプシ ョ ンの継承

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

フ ァ イルおよびフ ォルダーの分離オプシ ョ ンは、 常に継承されます。 App-V 分離環境では、 そのリ ソースに対し

て最も明確な リ フ ァ レンスが適用されます。 

たと えば、 C:\Windows と C:\Windows\System32 のそれぞれに対し て分離オプシ ョ ンがある と仮定し ます。 アプ リ

ケーシ ョ ンが C:\Windows\System32\Notepad.exe を要求し た と き、 C:\Windows\System32\Notepad.exe に対し て、

C:\Windows\System32 は C:\Windows に く らべよ り具体的であるため、 C:\Windows\System32 の分離規則が適用されま

す。

図 5: フ ォルダーから フ ァ イルへ分離オプシ ョ ンが継承される と きの例

App-V パッ ケージの実行可能フ ァ イルへのシ ョ ー ト カ ッ ト を変更する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

エン ド ユーザーが仮想環境内から App-V パッ ケージを起動できるよ う にするアプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ

ト を定義し ます。 

デフ ォル ト で、 Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 プロジ ェ ク ト  ( または Windows Installer パッ ケージ ) 内に

存在するすべての実行可能フ ァ イルのシ ョ ー ト カ ッ ト に対し て App-V パッ ケージを作成し ます。 これらのシ ョ ー

ト カ ッ ト は、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページのチ ェ ッ ク リ ス ト に表示されます。

注意 • エン ド ユーザーが分離環境からアプ リ ケーシ ョ ンを起動できるよ う にするため、 シ ョ ー ト カ ッ ト は最低 1 

つ定義が必要です。

[ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページでは、 実行可能フ ァ イルに対し て、 作成、 削除、 選択、 除外、 名前変更を行う こ と

ができます。 実行可能フ ァ イルは Windows Installer パッ ケージ内のシ ョ ー ト カ ッ ト から派生されます。

• App-V パッ ケージ と仮想環境

• App-V シ ョ ー ト カ ッ ト の要件

• App-V パッ ケージの新規作成

• 既存の App-V シ ョ ー ト カ ッ ト を含める

• 既存の App-V パッ ケージを除外または削除する

• App-V パッ ケージ シ ョ ー ト カ ッ ト の除外と削除の違い

• シ ョ ー ト カ ッ ト の名前を変更する
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注意 • [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページでシ ョ ー ト カ ッ ト を削除する と、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト は InstallShield プロ

ジ ェ ク ト から削除された後、 Windows Installer パッ ケージから も削除されます。

App-V パッ ケージ と仮想環境

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

シ ョ ー ト カ ッ ト は、 App-V パッ ケージ内のアプ リ ケーシ ョ ンを起動するのに最も見つけやすいエン ト リ ポイ ン ト

です。 ほとんどの App-V パッ ケージは、 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト を持ちます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページでは、 エン ド ユーザーが App-V パッ ケージ内の

アプ リ ケーシ ョ ンを起動できるよ う にするアプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト を定義し ます。 Microsoft App-V 

アシス タ ン ト は、 [ フ ァ イル ] ページを通し て追加された任意の実行可能フ ァ イルにシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ま

す。 すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト は App-V パッ ケージに追加され、 パッ ケージがパブ リ ッ シュ される と きに、 システ

ムにパブ リ ッ シュ されます。

( ローカル ド ラ イブまたはネ ッ ト ワーク共有で ) App-V パッ ケージを配布する と き、 システム管理者は、 ユー

ザーに App-V パッ ケージへのアクセス許可を付与するだけで済みます。

App-V シ ョ ー ト カ ッ ト の要件

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

各 App-V パッ ケージに対し て、 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト を定義できます。 シ ョ ー ト カ ッ ト は、 App-V パッ ケー

ジ内のアプ リ ケーシ ョ ンを起動するのに最も見つけやすいエン ト リ ポイ ン ト です。 ほとんどの App-V パッ ケー

ジは、 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト を持ちます。

App-V パッ ケージの新規作成

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページでは、 シ ョ ー ト カ ッ ト を作成する フ ァ イルを指定

し ます。

タ スク App-V シ ョ ー ト カ ッ ト を作成するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページを開きます。

2. [ 新規作成 ] を ク リ ッ ク し ます。 [ シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト  フ ァ イルの参照 ] ダイアログ ボ ッ クスが開

き、 この App-V パッ ケージ内にある フ ァ イルを選択するよ う に要求されます。

3. 作成するシ ョ ー ト カ ッ ト のターゲッ ト を選択し ます。
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4. [ 開 く ] を ク リ ッ ク し ます。 新しいシ ョ ー ト カ ッ ト が表示され、 選択し たフ ァ イルと同じ名前が付いていま

す。

5. App-V パッ ケージにシ ョ ー ト カ ッ ト を含める場合、 そのチ ェ ッ ク ボ ッ クスが選択されている こ と を確認し ま

す。

既存の App-V シ ョ ー ト カ ッ ト を含める

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

以前除外し たシ ョ ー ト カ ッ ト を App-V パッ ケージに含めるには、 次のステ ッ プを実行し ます。

タ スク 既存の App-V パッ ケージを含めるには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページを開きます。

2. 以前除外されたシ ョ ー ト カ ッ ト を含める場合、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し て、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し

ます。

既存の App-V パッ ケージを除外または削除する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

シ ョ ー ト カ ッ ト が App-V パッ ケージで作成されるのを禁止する場合、 削除または除外を選択し ます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト の除外 — シ ョ ー ト カ ッ ト を除外し た場合、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト は App-V パッ ケージで作成さ

れな く な り ますが、 InstallShield プロジ ェ ク ト にはそのまま残り ます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト の削除 — シ ョ ー ト カ ッ ト を削除し た場合、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト は App-V パッ ケージ と 

InstallShield プロジ ェ ク ト から削除されます。

注意 • [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページでシ ョ ー ト カ ッ ト を削除する と、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト は InstallShield 

プロジ ェ ク ト から削除された後、 Windows Installer パッ ケージから も削除されます。

プロジ ェ ク ト に必要のないシ ョ ー ト カ ッ ト が存在する場合、 シ ョ ー ト カ ッ ト 一覧でチ ェ ッ ク を解除する こ と で、

App-V パッ ケージから単純に除外する こ とができます。 シ ョ ー ト カ ッ ト を永久に削除する場合、 それをシ ョ ー ト

カ ッ ト 一覧から削除し ます。 

シ ョ ー ト カ ッ ト を除外する

これらのシ ョ ー ト カ ッ ト の 1 つを App-V パッ ケージで作成されないよ う に除外するには、 次のステ ッ プを実行し

ます。
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タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト を除外するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページを開きます。

2. 除外するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し て、 そのチ ェ ッ クボ ッ クスを ク リ ア し ます。

メ モ • シ ョ ー ト カ ッ ト を除外し た場合、 App-V  パッ ケージで作成されな く な り ますが、 InstallShield プロジ ェ

ク ト にはそのまま残り ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の削除

シ ョ ー ト カ ッ ト を削除するには、 次のステ ッ プを実行し ます :

タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト を削除するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページを開きます。

2. 適切なシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し て、 [ 削除 ] を ク リ ッ ク し ます。

注意 • [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページでシ ョ ー ト カ ッ ト を削除する と、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト は InstallShield プロ

ジ ェ ク ト から削除された後、 Windows Installer パッ ケージから も削除されます。

App-V パッ ケージ シ ョ ー ト カ ッ ト の除外と削除の違い

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

シ ョ ー ト カ ッ ト が App-V パッ ケージで作成されるのを禁止する場合、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト を InstallShield プロ

ジ ェ ク ト に残すかど うかに応じ て削除または除外を選択できます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト の除外 — シ ョ ー ト カ ッ ト を除外し た場合、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト は App-V パッ ケージで作成さ

れな く な り ますが、 InstallShield プロジ ェ ク ト にはそのまま残り ます。 これは、 シ ョ ー ト カ ッ ト がこの 

InstallShield プロジ ェ ク ト から ビルド された Windows Installer パッ ケージに含まれる こ と を意味し ます。

• シ ョ ー ト カ ッ ト の削除 — シ ョ ー ト カ ッ ト を削除し た場合、 そのシ ョ ー ト カ ッ ト は App-V パッ ケージ と 

InstallShield プロジ ェ ク ト から削除されます。 これは、 シ ョ ー ト カ ッ ト がこの InstallShield プロジ ェ ク

ト から ビルド された Windows Installer パッ ケージから も削除される こ と を意味し ます。

シ ョ ー ト カ ッ ト の名前を変更する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。
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タ スク シ ョ ー ト カ ッ ト の名前を変更するには、 次の操作を実行し ます。

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページを開きます。

2. 名前を変更するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択し、 [ 名前を変更 ] を ク リ ッ ク し ます。

3. シ ョ ー ト カ ッ ト の新しい名前を入力し ます。

App-V パッ ケージのレジス ト リ設定を変更する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 既存のレジス ト リ キー、 値、 データ を表示し た り、 App-V パッ ケージ

にレジス ト リ アイテムを追加し た り、 削除を行う こ とができます。

選択し たレジス ト リ キーについて、 分離オプシ ョ ンを設定する こ と もできます。 分離オプシ ョ ンは、 分離環境が

どのよ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って要求されたシステム リ ソースへのアクセスを提供するかを指定し ます。

[ レジス ト リ ] ページでレジス ト リの設定を変更するプロセスに関する情報には、 次の ト ピ ッ クが含まれていま

す :

• Windows レジス ト リ について

• レジス ト リ キーと値を追加または削除する

Windows レジス ト リについて

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Windows レジス ト リは、 アプ リ ケーシ ョ ン と オペレーシ ョ ン システムで使用される構成情報を含むシステム全体

のデータベースです。 このレジス ト リは、 次を含むすべての情報を格納し ます。 

• 会社名、 製品名、 バージ ョ ン番号等のアプ リ ケーシ ョ ン情報

• アプ リ ケーシ ョ ンの実行を可能にするパス情報

• エン ド ユーザーが、 システム上にある他のアプ リ ケーシ ョ ンを妨げる こ と な く 簡単にアプ リ ケーシ ョ ンをア

ン イ ンス ト ールができるアン イ ンス ト ール情報

• アプ リ ケーシ ョ ンによ って作成される文書のためのシステム全体のフ ァ イル関連付け

• ラ イセンス情報

• ウ ィ ン ド ウの位置等のアプ リ ケーシ ョ ン オプシ ョ ンのデフ ォル ト の設定

キー、 値名、 および値 

レジス ト リは、 My Computer エクスプローラーの下に階層的に編成された 1 セ ッ ト のキーで構成されます。 My 

Computer のすぐ下には、 い く つかのルー ト キーがあり ます。 イ ンス ト ールは、 レジス ト リのどのキーにもキーと

値を追加する こ とができます。 以下は、 通常イ ンス ト ールによ って影響を受けるルー ト キーです。 
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• HKEY_LOCAL_MACHINE

• HKEY_USERS

• HKEY_CURRENT_USER

• HKEY_CLASSES_ROOT

キーは、 レジス ト リ内の名前が付けられた場所です。 キーは、 サブキー、 値名、 値のペア、 およびデフ ォル ト  (

名前が付いていない ) 値を含むこ とができます。 値名と値のペアは、 キーの下の ２  つの部分からなるデータ構造

です。 値名はキーの下のス ト レージの値を見分けます。 また、 その値は値名に関連付けられた実際のデータ です。

値名が値に特定されていない場合、 その値はそのキーのデフ ォル ト 値にな り ます。 各キーは、 デフ ォル ト  ( 名前

の付いていない ) 値を 1 つのみ持つこ とができます。 

terms キーとサブキーはお互い関連し ている こ とに注意し て く だ さい。 レジス ト リ では、 別のキーの下のキーを、

レジス ト リ階層の別のキーに関連し てそれをど う参照するかによ って、 サブキーまたはキーと し て参照する こ と

もできます。 

レジス ト リ キーと値を追加または削除する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ レジス ト リ ] ページで行う レジス ト リの編集は、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ュー でレジス ト リの編集

を行う作業に似ています。 詳細については、 「レジス ト リの編集」 を参照し て く だ さい。

App-V パッ ケージのレジス ト リの分離オプシ ョ ンを設定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト を使って、 レジス ト リ キーの分離オプシ ョ ンを構成できます。

重要 • レジス ト リの値について分離オプシ ョ ンを明示的に設定する こ とはできませんが、 レジス ト リの値は、 そ

れらのキーの分離オプシ ョ ンによ って異な り ます。

タ スク レジス ト リ キーの分離オプシ ョ ンを構成するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ レジス ト リ ] ページを開きます。

2. 構成するキーを右ク リ ッ ク し て、 [ 分離オプシ ョ ン ] を選択し ます。 Options ダイアログ ボ ッ クスが開きま

す。

3. 次のオプシ ョ ンから選択し て く だ さい。

• ローカル キーと結合 — 選択されたキーに対し て、 ローカル レジス ト リ と App-V パッ ケージのレジス ト

リの両方からのレジス ト リ エン ト リ を含む結合ビ ューを App-V パッ ケージで表示し ます。
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• ローカル キーをオーバーラ イ ド — 選択されたキーに対し て、 App-V パッ ケージの一部になっているレジ

ス ト リ エン ト リのみを App-V アプ リ ケーシ ョ ンで表示し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

分離オプシ ョ ンのオーバーラ イ ドがあるレジス ト リ キーは、 特殊なアイ コ ンでマーク されています :

ヒ ン ト • レジス ト リ イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を起動し て、 既存のレジス ト リ (.reg) フ ァ イルを イ ンポー ト する

には、 [ レジス ト リ ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 領域にある .reg フ ァ イル オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

レジス ト リにおける分離オプシ ョ ンの継承

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

レジス ト リ キーの分離オプシ ョ ンは、 常に継承されます。 分離環境では、 そのリ ソースに対し て最も明確な リ

フ ァ レンスが適用されます。 

たと えば、 Microsoft レジス ト リ キーと Microsoft\Windows レジス ト リ キーに分離オプシ ョ ンがそれぞれ １  つず

つある と仮定し ます。 アプ リ ケーシ ョ ンが Microsoft\Windows\CurrentVersion を要求し た と き、

Microsoft\Windows\CurrentVersion に対し て、 Microsoft\Windows は Microsoft に く らべよ り具体的であるため、

Microsoft\Windows の分離規則が適用されます。

図 6: フ ォルダーから フ ァ イルへ分離オプシ ョ ンが継承される と きの例
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Dynamic Suite Composition の実行

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • この情報は App-V 4.x パッ ケージに適用し ます。

仮想パッ ケージが正し く 機能するために、 1 つ以上の別の仮想パッ ケージに依存する場合があ り ます。 Microsoft 

App-V アシス タ ン ト を使って、 開いている App-V パッ ケージ ( プ ラ イマ リ パッ ケージ ) が必要とするその他の 

App-V パッ ケージを指定できます。 この機能は Dynamic Suite Composition と呼ばれ、 仮想環境内で仮想パッ

ケージ と別の仮想アプ リ ケーシ ョ ン とのイ ン タ ラ クシ ョ ンを可能にし ます。 Dynamic Suite Composition は、 共

通システムコ ンポーネン ト を各ク ラ イアン ト  システムに 1 回のみ配布する こ と で、 依存関係にあるそれぞれの 

App-V パッ ケージに含める必要がな く 、 多数の App-V パッ ケージで使用できるよ う にな り ます。 これによ り、

ローカル App-V キャ ッ シュの冗長な使用も削減し、 プ ラ イマ リ仮想アプ リ ケーシ ョ ンの構築と テス ト が簡略され

ます。

ダイナ ミ ッ ク スイー ト に含める App-V パッ ケージを指定するには、 Microsoft App-V アシス タ ン ト の Dynamic 

Suite Composition ページを使います。

タ スク App-V パッ ケージに 1 つ以上の依存関係を追加するには、 以下の手順に従います :

1. Microsoft App-V アシス タ ン ト で、 [Dynamic Suite Composition] ページを開きます。

2. 依存関係の App-V パッ ケージを追加するには、 [ 新規 ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。 [ 開 く ] ダイアログ ボ ッ

クスが開きます。

3. 追加する依存関係にある App-V パッ ケージが保存されているデ ィ レ ク ト リ を開きます。 そのアプ リ ケーシ ョ

ンの .osd と .sft が表示されます。

4. 次のいずれかを実行し ます :

• .osd フ ァ イルの 1 つ — この依存関係の App-V パッ ケージがサーバー上でパブ リ ッ シュ されている場

合、 またはされる場合、 一覧内にあるいずれかの .osd フ ァ イルを選択し ます。 これらの .osd フ ァ イル

が適切に作成される と、 各フ ァ イルに、 プラ イマ リ App-V パッ ケージを依存関係にある App-V パッ ケー

ジのパブ リ ッ シュ された場所と し て識別する情報が挿入されます。

メ モ • .osd フ ァ イルを複数選択する必要はあ り ません。 それらのすべてのフ ァ イルには、 同一の、 依存

関係 App-V パッ ケージの .sft フ ァ イルが格納されている場所への参照が含まれています。 これは、 プ

ラ イマ リ App-V パッ ケージがそのフ ァ イルを見つけるために必要な唯一の参照です。 

• .sft フ ァ イル — この依存関係の App-V パッ ケージがク ラ イアン ト またはアクセス可能なネ ッ ト ワーク

の場所でパブ リ ッ シュ されている場合 ( またはされる場合 )、 単純に .sft フ ァ イルを選択し ます。 

選択された App-V パッ ケージは、 [ 依存関係アプ リ ケーシ ョ ン ] 一覧で表示され、 デフ ォル ト で、 [ 必須 ] 

オプシ ョ ンが選択されます。

5. 選択された App-V パッ ケージの状態を設定するには、 以下のいずれかを実行し ます :

• 依存関係 App-V パッ ケージが必須の場合 — プ ラ イマ リ App-V パッ ケージの実行に、この依存関係 App-V 

パッ ケージを見つける必要がある場合、 [ 必須 ] オプシ ョ ンを選択状態にし ておきます。 必須と し て構
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成された依存関係 App-V パッ ケージが存在し ない場合、 プ ラ イマ リ App-V パッ ケージの実行が試みられ

たと きにエラーが発生し ます。

• 依存関係 App-V パッ ケージが必須ではない場合 — この依存関係 App-V パッ ケージが見つからない時も、

プラ イマ リ App-V パッ ケージの実行が可能な場合、 [ 必須 ] オプシ ョ ンを ク リ ア し ます。 

6. プラ イマ リ App-V パッ ケージのビルド

依存関係アプ リ ケーシ ョ ンを一覧から削除する

[ 依存関係アプ リ ケーシ ョ ン ] 一覧から App-V パッ ケージを削除するには、 アプ リ ケーシ ョ ンを選択し、 [ 削除

] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

ビルド オプシ ョ ンを変更する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ ビルド オプシ ョ ン ] ページでは、 この InstallShield プロジ ェ ク ト の複数ある リ リースから、 App-V パッ ケー

ジをビルド する対象を選択し た り、 仮想パッ ケージに追加の Windows Installer パッ ケージを追加するかど うか

を指定し た りする こ と もできます。

また、 [ ダイ レ ク ト 編集 ] モー ド ( またはダイ レ ク ト  MST モー ド ) で Windows Installer パッ ケージを編集す

る場合、 その Windows Installer パッ ケージの App-V パッ ケージをビルド する前に、 [ ビルド オプシ ョ ン ] 

ページで [App-V 5.x パッ ケージのビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたは [App-V 4.x パッ ケージのビルド ] チ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択する必要があ り ます。

重要 • [ ビルド オプシ ョ ン ] ページで リ リースを選択する前に、 ( イ ンス ト ール デザイナーの [ リ リース ] 

ビ ューで ) 最低 1 つリ リースを作成する必要があり ます。

App-V パッ ケージをビルド する リ リースを選択する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ ビルド オプシ ョ ン ] ページの [ リ リース ] ツ リーで App-V パッ ケージをビルド する リ リースを選択し ます。

重要 • Microsoft App-V アシス タ ン ト では、 リ リースの作成または編集はできません。 リ リースが存在し ない場

合、 [ ビルド ] ツールバー ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 新しい リ リースを作成するか、 InstallShield のイ ンス ト ー

ル デザイナーの [ リ リース ] ビ ューを開きます。 App-V パッ ケージをビルド するには、 リ リースを最低 1 つ作

成する必要があ り ます。 詳細については、 「リ リースの作成と ビルド」 を参照し て く だ さい。

Windows Installer パッ ケージ ( 直接編集モー ド ) または ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イル ( 直接 MST モー ド ) を編

集し ている場合、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページにある [ リ リース ] ツ リーは表示されません。
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タ スク ビルド する リ リースを選択するには、 以下の手順に従います : 

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページを開きます。

2. [ リ リース ] ツ リーで、 App-V パッ ケージをビルド する リ リースを選択する。

重要 • [ ビルド オプシ ョ ン ] ページで リ リースを選択し た場合、 その特定のリ リースをビルド し た と き、 そのリ

リースに対し て App-V パッ ケージが常にビルド されるよ う指定されます。 ただ し、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページ

で選択されている リ リースは、 ツールバーで [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き、 どのリ リースがビルド され

るかを意味する ものではあ り ません。 [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てビルド を開始し た と き、 アク テ ィ ブに

なっている リ リースに対し てビルドが開始されます。 アク テ ィ ブになっている リ リース とは、 イ ンス ト ール デザ

イナーの [ リ リース ] ビ ューで最も最近選択された リ リースです。 そのビルドの出力は、 [ ビルド オプシ ョ ン ] 

ページで選択されている リ リースに応じ て異な り ます。

• アク テ ィ ブな リ リースが選択されている — Windows Installer パッ ケージ と App-V パッ ケージがビルド され

ます。

• アク テ ィ ブな リ リースが選択されていない —Windows Installer パッ ケージのみがビルド されます。

メ モ • 一度に複数のリ リースをビルド し たと き、 バッ チ ビルド を実行し ます。 「 バッ チ ビルドの実行」 を参照

し て く ださい。

ダイ レ ク ト 編集モー ド で App-V パッ ケージをビルド できるよ う にする

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト で Windows Installer (.msi) パッ ケージまたは ト ラ ンスフ ォーム (.mst) フ ァ イ

ルを編集し ている と き、 ダイ レ ク ト 編集モー ド またはダイ レ ク ト  MST モー ド といいます。 Windows Installer 

パッ ケージを直接編集し ている と き、 変更は [ フ ァ イル ] メ ニューの [ 保存 ] を選択し て保存する こ とができま

す。 パッ ケージは既にビルド されているため、 ビルドの必要はあり ません。 このため、 InstallShield の [ ビル

ド ] 機能は無効になっています。

ただし、 この Windows Installer パッ ケージに App-V パッ ケージをビルド する場合は、 ビルドの実行が必要にな

り ます。 これを行う には、 次のステ ッ プを実行し ます ：

タ スク ダイ レ ク ト 編集モー ド で App-V パッ ケージをビルド できるよ う にするには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield で Windows Installer パッ ケージまたは ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルを開きます。 選択し たア

イテムがダイ レ ク ト 編集モー ド またはダイ レ ク ト  MST モー ド で開き、 [ ビルド ] 機能 ([ ビルド ] メ ニュー

の [ ビルド ] と [ ビルド ] ツールバー ボタ ン ) が無効にされます。

2. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページを開きます。

3. [App-V 5.x パッ ケージをビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたは [App-V 4.x パッ ケージをビルド ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。
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[ ビルド ] ツールバー ボタ ンが有効にな り ます。

App-V パッ ケージ内のデータ フ ァ イルを圧縮するかど うかを指定する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • この情報は App-V 4.x パッ ケージに適用し ます。

InstallShield では、 App-V パッ ケージ内のデータ フ ァ イルに対し て zlib 圧縮を使用するかど うかを指定でき

ます。

タ スク App-V パッ ケージ内のデータ フ ァ イルを圧縮するかど う かを指定するには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページを開きます。

2. [ 仮想パッ ケージ内のデータ を圧縮し ますか ?] オプシ ョ ンで適切なオプシ ョ ンを指定し ます。

App-V パッ ケージに追加の Windows Installer パッ ケージを含める

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

プラ イマ リ Windows Installer パッ ケージによ って他の Windows Installer パッ ケージ ( 例、 ド ラ イバー フ ァ

イル、 ク ラ イアン ト  コ ンポーネン ト ) が間接的に使用される こ とがあ り ます。 Microsoft App-V アシス タ ン ト で

は、 単一の Windows Installer パッ ケージを仮想パッ ケージに変換できるほか、 複数の Windows Installer パッ

ケージから構成されるアプ リ ケーシ ョ ン スイー ト を単一の仮想パッ ケージに変換できます。

追加の Windows Installer パッ ケージを App-V パッ ケージに含めるには、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページにある 

[ 追加の MSI フ ァ イルを仮想パッ ケージに含めますか ?] オプシ ョ ンを [ はい ] に設定し、 追加するパッ ケージ

を選択し ます。

タ スク App-V パッ ケージに追加の Windows Installer パッ ケージを含めるには、 以下の手順に従います :

1. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページを開きます。

2. [ 追加の MSI フ ァ イルを仮想パッ ケージに含めますか ?] オプシ ョ ンを [ はい ] に設定し ます。 

3. [ 開 く ] ボタ ンを ク リ ッ ク し て、 追加する Windows Installer パッ ケージを選択し ます。 選択されたフ ァ イ

ルは、 それぞれ [Windows Installer フ ァ イル (.msi)] 一覧に表示されます。

• パッ ケージの順番は、 一覧でパッ ケージを選択し て、 Move Up ( ) ボタ ン と Move Down ( ) ボタ ン

を ク リ ッ ク し て変更する こ とができます。

• Delete ボタ ン ( ) を使用し て、 一覧からパッ ケージを削除し ます。 
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App-V パッ ケージの配布で補助をする Windows Installer パッ ケージをビルド する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージの配布で補助をする Windows Installer パッ ケージをビルド する これによ り、 Microsoft 

System Center Configuration Manager または Novell ZENworks Configuration Management などの、 エン タープ

ラ イズ配布ツールが使用できるよ う になるため、 App-V アプ リ ケーシ ョ ンパッ ケージの配布が簡単にな り ます。

Windows Installer フ ァ イルを App-V パッ ケージ と共にビルド するには、 [ 詳細設定 ] ダイアログ ボ ッ クスで [

イ ンス ト ール パッ ケージをビルド出力の一部と し て生成する ] オプシ ョ ンを選択し ます。 このダイアログ ボ ッ

クスにアクセスするには、 Microsoft App-V アシス タ ン ト  [ ビルド オプシ ョ ン ] ページの [ その他 ] 領域にあ

る [ 詳細設定 ] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 デフ ォル ト で、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスは選択されていません。

この Windows Installer フ ァ イルを実行する と き、 最低必要な App-V パッ ケージ フ ァ イルがローカルの App-V 

ク ラ イアン ト  システム キャ ッ シュにイ ンス ト ールされます。 (Appp-V パッケージ フ ァ イルは、 アプ リ ケーシ ョ ン

が初回で起動された と き ク ラ イアン ト によ ってダウンロー ドの要求があるまで、 App-V サーバーに残り ます。 )

メ モ • App-V パッ ケージを イ ンス ト ールするには、 App-V ク ラ イアン ト を先にローカル マシンにイ ンス ト ールす

る必要があ り ます。 イ ンス ト ールで App-V ク ラ イアン ト が検出されなかった場合、 警告が表示され、 イ ンス ト ー

ルは失敗し ます。

イ ンス ト ールされた App-V パッ ケージを削除するには、 Windows のコ ン ト ロール パネルの管理ツールで提供され

ている [ アプ リ ケーシ ョ ンの仮想化ク ラ イアン ト ] ツールを使用する必要があり ます。

パッ ケージの機能ブロ ッ クに関する最適化

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ パッ ケージの最適化 ] 機能を使って、 App-V パッ ケージの実行に関連付けてパフ ォーマンスやネ ッ ト ワーク ト

ラ フ ィ ッ ク を制御する こ とができます。 パッ ケージの最適化サポー ト を選択する こ と で、 App-V パッ ケージの起

動速度や、 App-V パッ ケージの使用中に追加の機能を ク ラ イアン ト にス ト リームする頻度を指定できます。

App-V パッ ケージのフ ァ イルは、 2 つの機能ブロ ッ クにグループ化できます :

• 機能ブロ ッ ク 1 — 機能ブロ ッ ク 1 には、 アプ リ ケーシ ョ ンの起動に必要な App-V パッ ケージのコ ア機能が

含まれている必要があ り ます。 アプ リ ケーシ ョ ンの起動時、 機能ブロ ッ ク 1 の全フ ァ イルが、 ク ラ イアン ト

に 1 単位にス ト リームされます。

• 機能ブロ ッ ク 2 — 機能ブロ ッ ク 2 には、 アプ リ ケーシ ョ ンの起動に必要ではない App-V パッ ケージの追加

機能を含める こ とができます。 App-V パッ ケージの使用中、 機能ブロ ッ ク 2 のフ ァ イルは、 必要に応じ て小

規模単位でス ト リームする こ とができます。

App-V パッ ケージのすべてのフ ァ イルを機能ブロ ッ ク 1 に含める こ と もできます。 また、 起動速度を上げるため

に、 フ ァ イルを 2 つの機能ブロ ッ ク ( 機能ブロ ッ ク 1 と機能ブロ ッ ク 2) にグループ化する選択をする こ と も

できます。 

[ パッ ケージの最適化 ] ダイアログ ボ ッ クスでパッ ケージの最適化のオプシ ョ ンを指定できます。 ダイアログ 

ボ ッ クスは、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページにある [ その他のオプシ ョ ン ] 領域から [ パッ ケージの最適化 ] オ

プシ ョ ンを ク リ ッ クする と開きます。
InstallShield 2018 仮想化ガイ ド ISP-2400-VG00 社外秘 41



カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
[ パッ ケージの最適化 ] ダイアログ ボ ッ クスには、 次のオプシ ョ ンがあり ます :

App-V パッ ケージをビルド する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

App-V パッ ケージをビルド する方法は、 開いている フ ァ イル (InstallShield プロジ ェ ク ト または Windows 

Installer パッ ケージ ) によ って異な り ます。

InstallShield プロジ ェ ク ト 内部から App-V パッ ケージをビルド する

InstallShield プロジ ェ ク ト の App-V パッ ケージをビルド するには、 次のステ ッ プを実行し ます :

テーブル 6 • パッ ケージの最適化のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ス ト リームの最

適化

このオプシ ョ ンを選択する と、 Microsoft App-V アシス タ ン ト によ って、 アプ リ ケーシ ョ ン

のシ ョ ー ト カ ッ ト の静的分析が実行され、 機能ブロ ッ ク 1 と機能ブロ ッ ク 2 に含める フ ァ

イルが判別されます。 

このオプシ ョ ンを利用する と、 起動時間が若干短縮されますが、 アプ リ ケーシ ョ ンの使用

時のネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クは制限されます。 

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルが起動時またはアプ リ ケーシ ョ ンの使用時にス ト リー

ムされたと き、 それらは App-V キャ ッ シュに保存されるため、 次回アプ リ ケーシ ョ ンが使

用される と き、 再度ス ト リームする必要はあ り ません。

オフ ラ イ ン使用

の最適化

このオプシ ョ ンを選択する と、 App-V パッ ケージ内のすべてのフ ァ イルが機能ブロ ッ ク 1 

に含められ、 ス ター ト ア ッ プ時に、 アプ リ ケーシ ョ ンが起動する直前に 1 つのフ ァ イルで

ク ラ イアン ト にス ト リームされます。 その後は、 ス ト リームは行われません。 すべての

フ ァ イルは App-V キャ ッ シュに格納されるため、 その後、 マシンが App-V サーバーから接

続解除になったと き も、 アプ リ ケーシ ョ ンは続けて使用できます。 

App-V サーバーに接続し ていないと き も、 ユーザーが App-V パッ ケージを使う こ とができ

るよ う する場合、 および、 App-V アパッ ケージの使用中にネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ ク を除

去する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルが起動時またはアプ リ ケーシ ョ ンの使用時にス ト リー

ムされたと き、 それらは App-V キャ ッ シュに保存されるため、 次回アプ リ ケーシ ョ ンが使

用される と き、 再度ス ト リームする必要はあ り ません。
42 社外秘 ISP-2400-VG00 InstallShield 2018 仮想化ガイ ド



カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
タ スク InstallShield プロジ ェ ク ト で App-V パッ ケージをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. InstallShield で、 InstallShield プロジ ェ ク ト を開きます。

2. イ ンス ト ール デザイナーの [ リ リース ] ビ ューで、 リ リースが最低 1 つ作成されている こ と を確認し、 ビ

ルド する リ リースを選択し ます。

重要 • Microsoft App-V アシス タ ン ト では、 リ リースの作成または編集はできません。 リ リースが存在し な

い場合、 または、 新しい リ リースを作成する場合、 InstallShield のイ ンス ト ール デザイナーの [ リ リース

] ビ ューを開きます。 App-V パッ ケージをビルド するには、 リ リースを最低 1 つ作成する必要があり ます。

詳細については、 「リ リースの作成と ビルド」 を参照し て く だ さい。

3. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページを開きます。

4. [ リ リース ] ツ リーで、 InstallShield イ ンス ト ール デザイナーの [ リ リース ] ビ ューで選択されている リ

リース と同じ リ リースを選択し ます。 これが、 App-V パッ ケージをビルド する リ リースです。

5. [ ビルド ] ツールバー ボタ ンを ク リ ッ ク し て ( または、 [ ビルド ] メ ニューの [ リ リースのビルド ] を選

択し て )、 アク テ ィ ブな リ リースのビルド を開始し ます。

重要 • [ ビルド オプシ ョ ン ] ページで リ リースを選択し た場合、 その特定のリ リースをビルド し た と き、 そのリ

リースに対し て App-V パッ ケージが常にビルド されるよ う指定されます。 ただ し、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページ

で選択されている リ リースは、 ツールバーで [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し た と き、 どのリ リースがビルド され

るかを意味する ものではあ り ません。 [ ビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し てビルド を開始し た と き、 アク テ ィ ブに

なっている リ リースに対し てビルドが開始されます。 アク テ ィ ブになっている リ リース とは、 イ ンス ト ール デザ

イナーの [ リ リース ] ビ ューで最も最近選択された リ リースです。 そのビルドの出力は、 [ ビルド オプシ ョ ン ] 

ページで選択されているアイテムに応じ て異な り ます。

• アク テ ィ ブな リ リースが選択されている — Windows Installer パッ ケージ と App-V パッ ケージがビルド され

ます。

• アク テ ィ ブな リ リースが選択されていない —Windows Installer パッ ケージのみがビルド されます。

一度に複数のリ リースをビルド する方法については、 「バッ チビルドの実行」 を参照し て く だ さい。

InstallShield の Windows Installer パッ ケージ内部から App-V パッ ケージをビル
ド する

Windows Installer パッ ケージで App-V パッ ケージをビルド するには、 次のステ ッ プを実行し ます :

タ スク Windows Installer パッ ケージで App-V パッ ケージをビルド するには、 以下の手順に従います :

1. 次のいずれかを実行し て、 Windows Installer パッ ケージを開きます :

• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を選択し、 Windows Installer パッ ケージ (.msi) を選択し ます。

• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 開 く ] を選択し、 ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イル (.msi) を選択し ます。 ト ラ

ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが開き、 ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルに関連付けられている Windows 

Installer パッ ケージを識別するよ う に要求されます。
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• [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 新規 ] を選択し、 [ 新しいプロジ ェ ク ト ] ダイアログ ボ ッ クスを開きます。

ト ラ ンスフ ォームを選択し て、 [OK] を ク リ ッ ク し ます。 ト ラ ンスフ ォーム オープン ウ ィ ザー ドが開

き、 ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルに関連付けられている Windows Installer パッ ケージを識別するよ う に

要求されます。

2. Windows Installer パッ ケージまたは ト ラ ンスフ ォーム フ ァ イルを編集をするにはイ ンス ト ール デザイナー

を利用し、 App-V パッ ケージのオプシ ョ ンを設定するには、 Microsoft App-V アシス タ ン ト を利用し ます。

3. [ フ ァ イル ] メ ニューで、 [ 保存 ] を ク リ ッ ク し ます。

4. [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] で、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページを開きます。

5. [App-V 5.x パッ ケージをビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたは [App-V 4.x パッ ケージをビルド ] チ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを選択し ます。 [ 仮想パッ ケージのビルド ] ボタ ンが有効にな り ます。

6. [ 仮想パッ ケージのビルド ] ボタ ンを ク リ ッ ク し ます。

App-V パッ ケージのビルド出力

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • 一部の機能は、 特定のバージ ョ ンの App-V パッ ケージ にのみ適用し ます。 バージ ョ ン固有の違い

については、 必要に応じ て記述されています。

ビルド出力の場所

App-V 5.x パッ ケージをビルド する と、 InstallShield が次のパスに App-V 出力を保存し ます :

App-VPackage\ 製品名

App-V 4.x パッ ケージをビルド する と、 InstallShield が次のパスに App-V 出力を保存し ます :

App-VPackage\ 製品名 _vN

App-V 4x パッ ケージのバージ ョ ン番号 (N) は、 フ ォルダー パスの最後に付加されます。 ア ッ プグレー ド をビル

ド する と、 新しいサブ フ ォルダーが作成され、 サブ フ ォルダー名の中のバージ ョ ン番号が増分し ます。

App-VPaackage フ ォルダーのデフ ォル ト の場所は、 App-V 5.x または 4.x パッ ケージを MSI データベース プロ

ジ ェ ク ト 内部から、 または基本の MSI プロジ ェ ク ト 内部からのどち らから ビルド するかによ って異な り ます :

• App-V パッ ケージを MSI データベース プロジ ェ ク ト  (.msi フ ァ イル ) 内部から ビルド する と、 App-

VPackage フ ォルダーが .msi フ ァ イルと同じ フ ォルダーに作成されます。

• App-V パッ ケージを .ism フ ァ イルから ビルド する場合、 App-VPackage フ ォルダーは次の場所に作成されま

す :

InstallShield プロジェ ク ト フ ォルダー \ プロジ ェ ク ト 名 \ 製品構成 \ リ リース名 \DiskImages\Disk1

ビルド出力の内容

InstallShield 内部から App-V パッ ケージをビルド する と、 ビルドの出力は次で構成されます :
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• App-V パッ ケージ — App-V パッ ケージに含まれる フ ァ イルについての情報は、 「App-V パッ ケージのコ ン

ポーネン ト 」 を参照し て く だ さい。

• Windows Installer ベースのイ ンス ト ール — これは、 基本の MSI プロジ ェ ク ト 内から App-V パッ ケージを

ビルド する場合にのみ作成されます。 InstallShield の MSI データベース プロジ ェ ク ト 内から App-V パッ

ケージをビルド し た場合、 InstallShield はこのフ ァ イルをビルド し ません。

• App-V パッ ケージの配布を支援する、 新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト  — これは、 ビルド プロセスの一部と

し てイ ンス ト ール パッ ケージを生成する こ と を選択し た場合にビルド されます。

新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト がリ リース フ ォルダーに作成されます。 このプロジ ェ ク ト について、 以下の点

にご注意 く ださい :

• プロジ ェ ク ト には、 App-V パッ ケージ フ ァ イルへのダイナ ミ ッ ク フ ァ イル リ ン クが含まれています。

• プロパテ ィ とデ ィ レ ク ト リは、 プロジ ェ ク ト で更新されます。

• [ リ リース ] ビ ューには、 異なる組み合わせのリ リースをビルド を作成できるよ う に 4 つ以上のリ リースが

含まれます ( 例、 圧縮済みと非圧縮、 App-V ク ラ イアン ト のための InstallShield 前提条件のある ものと な

いもの )。

• ビルド された リ リースは、 新しい基本の MSI プロジ ェ ク ト にも含まれます。 このビルドからの警告またはエ

ラーは、 すべて App-V プロジ ェ ク ト に警告 -9150 またはエラー -9151 と し て含まれます。

• その他の機能を作成し た Windows Installer パッ ケージに追加する場合、 このプロジ ェ ク ト を使用できま

す。 たと えば、 メ ジャー ア ッ プグレー ド を作成し た り、 パッ ケージにデジ タル署名し た り できます。

• カス タム EULA を使って、 エン ド ユーザー使用許諾契約書 (EULA) を更新できます。 デフ ォル ト で含まれてい

る EULA には、 任意の EULA 文書でデフ ォル ト の EULA 文書を置き換える方法の説明が含まれています。

• このプロジ ェ ク ト は、 App-V プロジ ェ ク ト を再ビルド するたびに上書き されます。

メ モ • 仮想アプ リ ケーシ ョ ンのビルド中に発生する可能性があるエラーと警告の解決法については、 「仮想化変

換のエラーと警告」 を参照し て く だ さい。

コマン ド ラ イ ンを使って、 App-V パッ ケージをビルド する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

InstallShield プロジ ェ ク ト で App-V パッ ケージを構成し てから、 ( ユーザー イ ン ターフ ェ イスまたはコマン ド

ラ イ ンを使って ) そのプロジ ェ ク ト をビルド する と き、 Windows Installer パッ ケージ と App-V パッ ケージの両

方がビルド されます。 標準の InstallShield コマン ド ラ イ ンでビルド する と き、 その他のコ マン ド ラ イ ン パラ

メ ーターを追加する必要はあ り ません。 App-V パッ ケージの設定のすべてが、 InstallShield プロジ ェ ク ト 内に

保存されます。
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App-V パッ ケージのラ ンチャー ツールを使って App-V パッ ケージをテ
ス ト する

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

InstallShield App-V ラ ンチャー ツールを使って、 新規にビルド された App-V パッ ケージを、 配置サーバーに移

動する前にローカルでテス ト する こ とができます。

App-V ラ ンチャー ツールを開 く には、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページで [ その他のオプシ ョ ン ] 領域にある 

[App-V パッ ケージのテス ト 起動 ] を ク リ ッ ク し ます。 App-V ラ ンチャーによ って、 そのアプ リ ケーシ ョ ンの起動

が試みられます。 この App-V パッ ケージ内に複数のシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれている場合、 [App-V パッ ケージの

起動 ] ダイアログ ボ ッ クスが開き、 すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト を含む一覧から起動するシ ョ ー ト カ ッ ト を選択する

よ う に要求されます。

App-V ラ ンチャー ツールを使用するための要件

App-V ラ ンチャーを使う マシン上で App-V パッ ケージのテス ト を行う場合、 以下の要件を満たす必要があ り ます

:

• Microsoft Application Virtualization Client がイ ンス ト ールされている。

• 既存する Microsoft Application Virtualization Client のバージ ョ ンが、 App-V パッ ケージの最小ク ラ イ

アン ト  バージ ョ ンに等しいか、 それよ り も新しい。

• フ ァ イル ス ト リー ミ ングが有効化されている。 これは、 App-V ラ ンチャーがローカル フ ァ イル パスから 

App-V パッ ケージをパブ リ ッ シュするためです。 フ ァ イル ス ト リー ミ ングが無効な場合、 App-V ラ ンチャー

がこの機能を有効化する こ とが可能かど うかを問い合わせる メ ッ セージを表示し ます。

App-V ラ ンチャー ツールの場所

App-V パッ ケージを作成する と、 App-V ラ ンチャー ツール (AppVLauncher.exe) が App-V パッ ケージ と同じ フ ォル

ダーに配置されます。

App-V ラ ンチャー ツールのし く み

App-V パッ ケージをサーバー上でパブ リ ッ シュせずに、 App-V パッ ケージをテス ト できるよ う にするために、

App-V ラ ンチャー ツールのコ ピーは、 各 App-V パッ ケージの出力デ ィ レ ク ト リ に自動的にコ ピーされます。 App-

V ラ ンチャーは同じデ ィ レ ク ト リ にある .appv または .sft フ ァ イルを探し ます。

メ モ • App-V ラ ンチャーを使って App-V パッ ケージのアプ リ ケーシ ョ ンを初めて実行する と き、 パッ ケージの

シ ョ ー ト カ ッ ト およびフ ァ イル拡張子の関連付けのすべてを含むパッ ケージ全体がそのマシンにパブ リ ッ シュ さ

れます。 その後 App-V ラ ンチャーを使って App-V パッ ケージで再びアプ リ ケーシ ョ ンを実行する と、 パッ ケージ

が再パブ リ ッ シュ される前に、 App-V ラ ンチャーがパッ ケージ ( およびそのシ ョ ー ト カ ッ ト と フ ァ イル拡張子の

関連付け ) のパブ リ ッ シュ を解除し ます。

また、 AppVLauncher.exe フ ァ イルには昇格された権限が必要です。 App-V パッ ケージをエン ド ユーザーが昇格さ

れた権限を持たないロ ッ クダウン環境でテス ト できるよ う にするためには、 一度 App-V ラ ンチャーを使って、 昇

格された権限で App-V パッ ケージを起動およびパブ リ ッ シュする必要があ り ます。 これを一度行う と、 パブ リ ッ

シュ されたシ ョ ー ト カ ッ ト やフ ァ イル拡張子の関連付けを使ってアプ リ ケーシ ョ ンを開始する こ とができます。
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App-V ラ ンチャーを利用する と、 App-V アプ リ ケーシ ョ ンを App-V サーバーに移動する前に、 ローカル マシンま

たは App-V ク ラ イアン ト がイ ンス ト ールされている他のシステムで、 App-V パッ ケージを確実かつ正確にテス ト

する こ とができます。

App-V パッ ケージ のビルド に関する ト ラブルシューテ ィ ング

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

仮想アプ リ ケーシ ョ ンのビルド中に発生する可能性があるエラーと警告の解決法については、 「仮想化変換のエ

ラーと警告」 を参照し て く だ さい。

変換前および後の操作が必要なアプ リケーシ ョ ンの機能

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

一部のアプ リ ケーシ ョ ン機能は、 App-V パッ ケージが作成される と きに無視されます。 このため、 App-V パッ

ケージが適切に作成されるために、 追加の変換前または変換後の操作をい く つか実行する必要があり ます。

無視された機能を App-V パッ ケージに含めるために実行できる操作の 1 つは、 まずリパッ ケージャーに含まれて

いる リパッ ケージ ウ ィ ザー ド を使ってアプ リ ケーシ ョ ンを リパッ ケージ し、 リパッ ケージ されたアプ リ ケー

シ ョ ンを App-V パッ ケージに変換する こ と です。

エデ ィ シ ョ ン • Repackager は AdminStudio に含まれています。

無視された機能のリ ス ト は、 「変換前および後の操作が必要なアプ リ ケーシ ョ ン機能」 を参照し て く ださい。

Microsoft App-V アシス タ ン ト のリ フ ァ レンス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト についてのリ フ ァ レンス情報は、 次のセクシ ョ ンに分かれています :

• Microsoft App-V アシス タ ン ト のページ

• [Microsoft App-V アシス タ ン ト ] ダイアログ ボ ッ クス

Microsoft App-V アシス タ ン ト のページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 次のページで構成されています :
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• Microsoft App-V アシス タ ン ト  - ホーム ページ

• [ パッ ケージ情報 ] ページ

• [ フ ァ イル ] ページ

• [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページ

• [ レジス ト リ ] ページ

• [Dynamic Suite Composition] ページ

• [ ビルド オプシ ョ ン ] ページ

Microsoft App-V アシス タ ン ト  - ホーム ページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ ホーム ] ページには、 App-V パッ ケージの作成プロセスを示すダイアグラム

があ り ます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト のイ ン ターフ ェ イス内を移動するには、 ページ下部のナビゲーシ ョ ン バーにある

次のアイ コ ンを ク リ ッ ク し ます :

テーブル 7 • ナビゲーシ ョ ン バーのアイ コ ン

アイ コ ン Destination

[ パッ ケージ情報 ] ページ

[ フ ァ イル ] ページ

[ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページ

[ レジス ト リ ] ページ

[ ビルド オプシ ョ ン ] ページ

次のページへ移動し ます。

前のページに戻り ます。
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[ パッ ケージ情報 ] ページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • 一部の設定は、 特定のバージ ョ ンの App-V パッ ケージ に適用し ます。 バージ ョ ン固有の違いにつ

いては、 必要に応じ て記述されています。

[ パッ ケージ情報 ] ページで、 パッ ケージ名を指定し、 パッ ケージ名を指定し、 この仮想パッ ケージを説明する

コ メ ン ト を入力し ます。 このページで、 診断ツールを仮想パッ ケージに含める選択をする こ と もできます。

[ パッ ケージ情報 ] ページには、 次の設定があり ます :

Microsoft App-V アシス タ ン ト  

- ホーム ページ

テーブル 8 • [ パッ ケージ情報 ] ページ

オプシ ョ ン
App-V バー
ジ ョ ン 説明

パッ ケージ名 App-V 4.x、

App-V 5.x

仮想パッ ケージの名前を入力し ます。

ヒ ン ト • 仮想パッ ケージに複数のアプ リ ケーシ ョ ンが含まれる場

合、 パッ ケージ全体を識別する名前を指定できます。 た と えば、

Microsoft Office は、 同じ仮想環境で実行される Microsoft Word 

と Microsoft Excel アプ リ ケーシ ョ ンを含むパッ ケージに使用で

きます。

コ メ ン ト  App-V 4.x、

App-V 5.x

App-V パッ ケージの簡単な説明を入力し ます。 

この設定はオプシ ョ ンです。

テーブル 7 • ナビゲーシ ョ ン バーのアイ コ ン ( 続き )

アイ コ ン Destination
InstallShield 2018 仮想化ガイ ド ISP-2400-VG00 社外秘 49



カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
App-V パッ ケージに、 特

定のオペレーテ ィ ング シ

ステム必要条件があ り ま

すか ?

App-V 4.x、

App-V 5.x

次のいずれかを実行し ます :

• はい — アプ リ ケーシ ョ ンは、 一覧に表示されているオペレー

テ ィ ング システムの 1 つをサポー ト し ません。 このオプシ ョ

ンを選択する と、 チ ェ ッ ク ボ ッ クスが有効化され、 サポー ト

対象外のオペレーテ ィ ング システムの選択を ク リ アできるよ

う にな り ます。

• いいえ — このアプ リ ケーシ ョ ンは一覧に表示されているすべ

てのオペレーテ ィ ング システム上で実行し ます。 このオプ

シ ョ ンが選択される と、 オペレーテ ィ ング システムのチ ェ ッ

ク ボ ッ クスが無効化され、 変更が不可能にな り ます。

表示されるオペレーテ ィ ング システムのリ ス ト は、 ターゲッ ト と

する App-V のバージ ョ ンによ って異な り ます。

ルー ト  フ ォルダーの名前 App-V 4.x App-V パッ ケージのフ ァ イル システムのルー ト  フ ォルダーを指定

し ます。 実行時に、 Application Virtualization Client はパッ

ケージのフ ァ イル システムを App-V 仮想ド ラ イブにマウン ト し ま

す ( デフ ォル ト は Q ド ラ イブ )。 同じルー ト  フ ォルダー名を持つ 

2 つのパッ ケージを同時に表示する と こができないため、 ルー ト  

フ ォルダーの長い名前と短い名前は一意でな く てはな り ません。

[ ルー ト  フ ォルダー名 ] 設定のデフ ォル ト 値は、 8.3 フ ァ イル名

規則を使って、 App-V パッ ケージに関連付けられている Windows 

Installer パッ ケージの [ProductName] プロパテ ィ と 

[ProductVersion] プロパテ ィ に基づきます。 例 :

• [ProductName] は MyApplication で、 [ProductVersion] が 

1.12.3.1 の場合、 デフ ォル ト のフ ォルダー名は MyApplic.112 

にな り ます。

• [ProductName] は MyApp で、 [ProductVersion] が 1 の場合、 デ

フ ォル ト のフ ォルダー名は MyApp.1 にな り ます。

• [ProductName] は MyBlueApp で、 [ProductVersion] が 1.2.3.4 の

場合、 デフ ォル ト のフ ォルダー名は MyBlueAp.123 にな り ます。

テーブル 8 • [ パッ ケージ情報 ] ページ ( 続き )

オプシ ョ ン
App-V バー
ジ ョ ン 説明
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プロ ト コル App-V 4.x シーケンス されたアプ リ ケーシ ョ ン パッ ケージを仮想アプ リ ケー

シ ョ ン サーバーから Application Virtualization Client にス ト

リームする と きに使用するアプ リ ケーシ ョ ン プロ ト コルを選択し

ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとおり です :

• RTSP— リ アルタ イム ス ト リー ミ ング プロ ト コルで、 App-V 

パッ ケージをス ト リームし ます。 デフ ォル ト では、 これが設

定されています。

• RTSPS— ト ラ ンスポー ト 層セキュ リ テ ィ による リ アルタ イム ス

ト リー ミ ング プロ ト コルで、 App-V パッ ケージをス ト リーム

し ます。

• FILE—App-V パッ ケージがフ ァ イルの共有からス ト リームされ

ます。

• HTTP—Hypertext Transport Protocol で App-V パッ ケージを

ス ト リームし ます。

• HTTPS—secure Hypertext Transport Protocol で App-V パッ

ケージをス ト リームし ます。

ホス ト App-V 4.x ホス ト を指定する —App-V パッ ケージを Application 

Virtualization Client にス ト リームする仮想アプ リ ケーシ ョ ン 

サーバーのグループの前に く る仮想アプ リ ケーシ ョ ン サーバーま

たはロー ド バラ ンサーを指定し ます。 ス タ テ ィ ッ ク ホス ト 名また

は IP ア ド レスを指定するか、 %SFT_SOFTGRIDSERVER% を入力し て環

境変数を使用し ます。

メ モ • %SFT_SOFTGRIDSERVER% を入力する場合、核仮想化ク ラ イアン

ト 上の SFT_SOFTGRIDSERVER システム環境変数を設定する必要があ

り ます。 この環境変数の値は、 ホス ト の名前または IP ア ド レスで

す。

ク ラ イアン ト  システムに変数を割り当てる と き、 システムで実行

中の Application Virtualization Client セ ッ シ ョ ンを一度閉じ

てから再び開 く 必要があり ます。 そ う でない場合、 セ ッ シ ョ ンが

新しいアプ リ ケーシ ョ ン ソースを認識し ないためです。

ポー ト App-V 4.x Application Virtualization Client のパッ ケージの要求で、 仮想

アプ リ ケーシ ョ ン サーバーまたはロー ド バラ ンサーが待機する

ポー ト を指定し ます。 デフ ォル ト のポー ト は、 554 です。

テーブル 8 • [ パッ ケージ情報 ] ページ ( 続き )

オプシ ョ ン
App-V バー
ジ ョ ン 説明
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
[ フ ァ イル ] ページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft Ａ ｐ ｐ -Ｖ  アシス タ ン ト の [ フ ァ イル ] ページを使って、 次のよ う な タ スク を実行し ます :

• Ａ ｐ ｐ -Ｖ  パッ ケージ内のフ ァ イルと フ ォルダーを参照する

• Ａ ｐ ｐ -Ｖ  パッ ケージ内のフ ァ イルと フ ォルダーを追加または削除する

• 分離オプシ ョ ンを設定する

ヒ ン ト • [Microsoft App-V パッ ケージ ] ツ リーで、 どの定義済み Windows Installer フ ォルダーを表示するかを指定

する こ とができます。 詳し く は、 「定義済みフ ォルダーの表示を制御する」 をご覧 く だ さい。

[ アプ リケーシ ョ ン ] ページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

シ ョ ー ト カ ッ ト は、 App-V パッ ケージ内のアプ リ ケーシ ョ ンを起動するのに最も見つけやすいエン ト リ ポイ ン ト

です。 ほとんどの App-V パッ ケージは、 1 つ以上のシ ョ ー ト カ ッ ト を持ちます。

パス App-V 4.x App-V パッ ケージが格納されている仮想アプ リ ケーシ ョ ン サー

バー上の相対パスを指定し ます。 このパスは、 App-V パッ ケージ

ががス ト リームされるパス と同じ です。

App-V パッ ケージは、 CONTENT のサブデ ィ レ ク ト リ に格納されま

す。 パスはこの設定で指定するか、 空白のままにし ます。

診断ツール App-V 4.x テス ト 目的に、 [ 他のオプシ ョ ン ] 領域にある [ 診断ツール ] リ ン

ク を ク リ ッ ク し て、 App-V パッ ケージに診断ツールを含める選択

をする こ と もできます。 詳細については、 「[App-V 診断ツール ] ダ

イアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

ア ッ プグレー ド設定 App-V 4.x、

App-V 5.x

App-V パッ ケージのア ッ プグレー ド情報を指定するには、 [ 他のオ

プシ ョ ン ] 領域にある [ ア ッ プグレー ド設定 ] を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 「[App-V パッ ケージのア ッ プグレー ドの設定 ] ダ

イアログ ボ ッ クス」 を参照し て く だ さい。

テーブル 8 • [ パッ ケージ情報 ] ページ ( 続き )

オプシ ョ ン
App-V バー
ジ ョ ン 説明
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
Microsoft App-V アシス タ ン ト の [ アプ リ ケーシ ョ ン ] ページでは、 エン ド ユーザーが App-V パッ ケージ内の

アプ リ ケーシ ョ ンを起動できるよ う にするアプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト を定義し ます。 Microsoft App-V 

アシス タ ン ト は、 [ フ ァ イル ] ページを通し て追加された任意の実行可能フ ァ イルにシ ョ ー ト カ ッ ト を作成し ま

す。 すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト は App-V パッ ケージに追加され、 パッ ケージがパブ リ ッ シュ される と きに、 システ

ムにパブ リ ッ シュ されます。

詳細は、 次を参照し て く だ さい :

• App-V パッ ケージの新規作成

• 既存の App-V シ ョ ー ト カ ッ ト を含める

• 既存の App-V パッ ケージを除外または削除する

• シ ョ ー ト カ ッ ト の名前を変更する

[ レジス ト リ ] ページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ レジス ト リ ] ページでは、 既存のレジス ト リ キー、 値、 データ を表示し た り できるほか、 レジス ト リ アイテ

ムの追加、 削除を行う こ とができます。 レジス ト リ キーについて、 デフ ォル ト 分離オプシ ョ ンをオーバーラ イ ド

する こ と もできます。 分離オプシ ョ ンは、 仮想環境がどのよ う に、 アプ リ ケーシ ョ ンによ って要求されたシステ

ム リ ソースへのアクセスを提供するかを指定し ます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 分離オプシ ョ ンのデフ ォル ト 設定が組み込まれていて、 これらのデフ ォル

ト 値は、 ほとんどの環境に適し ています。 ただ し、 選択されたレジス ト リ キーのデフ ォル ト 設定をオーバーラ イ

ド し て、 アプ リ ケーシ ョ ンがク ラ イアン ト  オペレーテ ィ ング システムのリ ソース と イ ン タ ラ ク ト する と きの動作

について制御する こ とができます。 提供されている分離オプシ ョ ンの概要、 および、 それらの設定方法について

は、 「App-V パッ ケージのレジス ト リの分離オプシ ョ ンを設定する」 を参照し て く ださい。

このページに表示されているレジス ト リ アイテムは、 App-V パッ ケージに含まれ、 削除し たものは含まれませ

ん。 デフ ォル ト で、 すべての新しいレジス ト リ キーが分離されます。

ヒ ン ト • レジス ト リ イ ンポー ト  ウ ィ ザー ド を起動し て、 既存のレジス ト リ (.reg) フ ァ イルを イ ンポー ト する

には、 [ レジス ト リ ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 領域にある .reg フ ァ イル オプシ ョ ンを ク リ ッ ク し ま

す。

メ モ • 分離オプシ ョ ンは、 ルー ト  レジス ト リのキーについては設定できません。 

[ レジス ト リ ] ページで行う レジス ト リの編集は、 InstallShield の [ レジス ト リ ] ビ ュー でレジス ト リの編集

を行う作業に似ています。 詳細については、 「レジス ト リの編集」 を参照し て く だ さい。

重要 • レジス ト リの値について分離オプシ ョ ンを明示的に設定する こ とはできませんが、 レジス ト リの値は、 そ

れらのキーの分離オプシ ョ ンによ って異な り ます。
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
[Dynamic Suite Composition] ページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • この情報は App-V 4.x パッ ケージに適用し ます。

仮想パッ ケージが正し く 機能するために、 1 つ以上の別の仮想パッ ケージに依存する場合があ り ます。 Microsoft 

App-V アシス タ ン ト を使って、 開いている App-V パッ ケージ ( プ ラ イマ リ パッ ケージ ) が必要とするその他の 

App-V パッ ケージを指定できます。 この機能は Dynamic Suite Composition と呼ばれ、 仮想環境内で仮想パッ

ケージ と別の仮想アプ リ ケーシ ョ ン とのイ ン タ ラ クシ ョ ンを可能にし ます。 Dynamic Suite Composition は、 共

通システムコ ンポーネン ト を各ク ラ イアン ト  システムに 1 回のみ配布する こ と で、 依存関係にあるそれぞれの 

App-V パッ ケージに含める必要がな く 、 多数の App-V パッ ケージで使用できるよ う にな り ます。 これによ り、

ローカル App-V キャ ッ シュの冗長な使用も削減し、 プ ラ イマ リ仮想アプ リ ケーシ ョ ンの構築と テス ト が簡略され

ます。

ダイナ ミ ッ ク スイー ト に含める App-V パッ ケージを指定するには、 Microsoft App-V アシス タ ン ト の Dynamic 

Suite Composition ページを使います。

Dynamic Suite Composition ページでは、 次の設定を使用できます。

テーブル 9 • Dynamic Suite Composition ページ

オプシ ョ ン 説明

依存 App-V パッ ケージ プ ラ イマ リ App-V パッ ケージに選択された依存関係 App-V パッ ケージの全一覧

必須 プ ラ イマ リ App-V パッ ケージの実行に選択された依存関係 App-V パッ ケージが必

須かど うかを指定し ます。

• 依存関係 App-V パッ ケージが必須の場合 — プラ イマ リ App-V パッ ケージを実

行するために、 この依存関係 App-V パッ ケージを見つける必要がある場合、 [

必須 ] オプシ ョ ンを選択状態にし ておきます。 [ 必須 ] と し て構成された依存

関係 App-V パッ ケージが存在し ない場合、 プラ イマ リ App-V パッ ケージの実

行が試みられた と きにエラーが発生し ます。

• 依存関係 App-V パッ ケージが必須ではない場合 — この依存関係 App-V パッ

ケージが見つからない時も、 プ ラ イマ リ App-V パッ ケージの実行が可能な場

合、 [ 必須 ] オプシ ョ ンを ク リ ア し ます。
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カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
[ ビルド オプシ ョ ン ] ページ

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ ビルド オプシ ョ ン ] ページでは、 仮想パッ ケージのビルド に関する様々な設定を構成できます。 一部の設定

は、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページで直接構成する こ とができます。 その他の一部の設定は、 [ ビルド オプシ ョ ン

] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 領域にある リ ン クから開 く こ とができるダイアログボ ッ クスで構成できま

す。

[ 新規作成 ] ボタ ン App-V パッ ケージを [ 依存関係 App-V パッ ケージ ] 一覧に追加する場合、 このボ

タ ンを ク リ ッ ク し て、 追加する App-V パッ ケージ (.osd、 .sft) を選択し ます。

次のいずれかを選択し ます :

• .osd フ ァ イルの 1 つ — この依存関係の App-V パッ ケージがサーバー上でパ

ブ リ ッ シュ されている場合、 またはされる場合、 一覧内にあるいずれかの 

.osd フ ァ イルを選択し ます。 これらの .osd フ ァ イルが適切に作成される と、

各フ ァ イルに、 プ ラ イマ リ App-V パッ ケージを依存関係にある App-V パッ

ケージのパブ リ ッ シュ された場所と し て識別する情報が挿入されます。

.osd フ ァ イルを複数選択する必要はあり ません。 それらのすべてのフ ァ イル

には、 同一の、 依存関係 App-V パッ ケージの .sft フ ァ イルが格納されてい

る場所への参照が含まれています。 この参照は、 プ ラ イマ リ App-V パッ ケー

ジがそのフ ァ イルを見つけるために必要な唯一の参照です。

• .sft フ ァ イル — この依存関係の App-V パッ ケージがク ラ イアン ト またはア

クセス可能なネ ッ ト ワークの場所でパブ リ ッ シュ されている場合 ( またはされ

る場合 )、 単純に .sft フ ァ イルを選択し ます。 

選択された参照 App-V パッ ケージは、 [ 依存関係アプ リ ケーシ ョ ン ] 一覧で表示

され、 デフ ォル ト で、 [ 必須 ] オプシ ョ ンが選択されます。

[ 削除 ] ボタ ン ク リ ッ クする と、 選択された App-V パッ ケージが一覧から削除されます。

テーブル 9 • Dynamic Suite Composition ページ ( 続き )

オプシ ョ ン 説明
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Microsoft App-V パッ ケージの作成
[ ビルド オプシ ョ ン ] ページの設定

[ ビルド オプシ ョ ン ] ページでは、 次の設定を使用できます。

テーブル 10 • [ ビルド オプシ ョ ン ] ページの設定

設定 説明

App-V 4.x パッ ケージ

をビルド する

または

App-V 5.x パッ ケージ

をビルド する

( ダイ レ ク ト 編集 / ダイ レ ク ト  MST モー ドのみ ) Windows Installer パッ ケージを直

接編集する場合、 パッ ケージは既にビルド されているため、 ビルドの必要はあ り ませ

ん。 このため、 InstallShield の [ ビルド ] 機能は無効になっています。 [App-V 4.x 

パッ ケージをビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスまたは [App-V 5.x パッ ケージをビルド ] 

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し て、 ビルド機能を有効化し ます。 このオプシ ョ ンが選択

される と、 [ 仮想パッ ケージのビルド ] ボタ ンが有効にな り ます。

詳細については、 「ダイ レ ク ト 編集モー ド で App-V パッ ケージをビルド できるよ う に

する」 を参照し て く ださい。 

仮想パッ ケージのビル

ド

( ダイ レ ク ト 編集モー ド / ダイ レ ク ト  MST モー ドのみ ) Windows Installer パッ ケー

ジを直接編集する場合に、 [App-V 4.x パッ ケージをビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クス、 ま

たは [App-V 5.x パッ ケージをビルド ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 このボタ

ンが有効にな り ます。 ク リ ッ クする と、 App-V パッ ケージがビルド されます。

メ モ • 

データ を仮想パッ ケー

ジに圧縮し ますか ?

バージ ョ ン • この設定は App-V 4.x パッ ケージに適用し ます。

App-V パッ ケージのデータ を圧縮するのに zlib 圧縮を使用する場合、 [ はい ] を選

択し ます。

追加の MSI フ ァ イル

を仮想パッ ケージに含

めますか ?

プラ イマ リ Windows Installer パッ ケージによ って他の Windows Installer パッ

ケージ ( 例、 ド ラ イバー フ ァ イル、 ク ラ イアン ト  コ ンポーネン ト ) が間接的に使用

される こ とがあ り ます。 追加の Windows Installer パッ ケージを App-V パッ ケージ

に含めるには、 このオプシ ョ ンを [ はい ] に設定し、 追加するパッ ケージを選択し ま

す。

詳細については、 「App-V パッ ケージに追加の Windows Installer パッ ケージを含める」

を参照し て く ださい。

App-V パッ ケージをビ

ルド する リ リースを選

択する

App-V パッ ケージをビルド する リ リースを選択し ます。

詳細については、 「App-V パッ ケージをビルド する リ リースを選択する」 を参照し て

く ださい。

メ モ • Windows Installer パッ ケージ ( 直接編集モー ド ) または ト ラ ンスフ ォーム 

フ ァ イル ( 直接 MST モー ド ) を編集し ている場合、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページに

ある [ リ リース ] ツ リーは表示されません。
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Microsoft App-V パッ ケージの作成
[ ビルド オプシ ョ ン ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 領域にある リ ン ク

[ ビルド オプシ ョ ン ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 領域ではは、 次のリ ン ク を使用できます。

[Microsoft App-V アシス タ ン ト ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

Microsoft App-V アシス タ ン ト には、 次のダイアログ ボ ッ クスが含まれています :

• [App-V 診断ツール ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クス

• パッ ケージの [ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

• レジス ト リ キーの [ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

• [App-V パッ ケージの起動 ] ダイアログ ボ ッ クス

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス ( フ ァ イルの分離オプシ ョ ンを構成する )

• [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス ( フ ォルダーの分離オプシ ョ ンを構成する )

• [ パッ ケージの最適化 ] ダイアログ ボ ッ クス

[ 詳細設定 ] ダイアログ ボ ッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

テーブル 11 • [ ビルド オプシ ョ ン ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] リ ン ク

設定 説明

App-V パッ ケージ 

フ ォルダーを開 く

App-V パッ ケージを含むフ ォルダーを開 く には、 [ その他のオプシ ョ ン ] ボ ッ クスで

このリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

パッ ケージの最適化 パッ ケージの最適化を構成するには、 [ その他のオプシ ョ ン ] ボ ッ クスでこのリ ン ク

を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 「パッ ケージの機能ブロ ッ クに関する最適化」 を参照し て く だ さい。

詳細設定 App-V ク ラ イアン ト の配布を支援する Windows Installer パッ ケージを生成し、 オプ

シ ョ ンでテス ト 用に App-V ラ ンチャー ツールを含めるには、 [ その他のオプシ ョ ン ] 

ボ ッ クスでこのリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

App-V パッ ケージの起

動をテス ト

テス ト 目的で、 App-V パッ ケージをビルド マシン上で起動するには、 [ その他のオプ

シ ョ ン ] ボ ッ クスでこのリ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

詳細については、 「App-V パッ ケージのラ ンチャー ツールを使って App-V パッ ケージ

をテス ト する」 を参照し て く ださい。
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バージ ョ ン • 一部の設定は、 特定のバージ ョ ンの App-V パッ ケージ に適用し ます。 バージ ョ ン固有の違いにつ

いては、 必要に応じ て記述されています。

[ 詳細設定 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ ビルド オプシ ョ ン ] タ ブの [ その他のオプシ ョ ン ] セクシ ョ ンにある 

[ 詳細設定 ] リ ン ク を ク リ ッ ク し た と き開きます。 このダイアログ ボ ッ クスでは、 ビルド と実行時のオプシ ョ ン

を指定し ます。

テーブル 12 • [ 詳細設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン
App-V バー
ジ ョ ン 説明

イ ンス ト ール パッ

ケージをビルド出力の

一部と し て生成する

App-V 4.x、

App-V 5.x

App-V パッ ケージを含むイ ンス ト ール パッ ケージをビルド するに

は、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト で選択されていません。 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択する と、 イ ンス ト ール パッ ケージを メ

デ ィ アの場所から ロー ド するか、 または共有の場所から ロー ド する

かを指定できます。

イ ンス ト ール パッ ケージをビルド する こ とによ り、 App-V パッ ケー

ジを配布するための Microsoft System Center Configuration 

Manager または Novell ZENworks Configuration Management など

の、 エン タープ ラ イズ配布ツールが使用できるよ う にな り ます。

この Windows Installer フ ァ イルを実行する と き、 最低必要な 

App-V パッ ケージ フ ァ イルがローカルの App-V ク ラ イアン ト  シス

テム キャ ッ シュにイ ンス ト ールされます。 (.sft フ ァ イルは、 アプ

リ ケーシ ョ ンが初回で起動された と き ク ラ イアン ト によ ってダウン

ロー ドの要求があるまで、 App-V サーバーに残り ます。 )

メ モ • App-V パッ ケージを イ ンス ト ールするには、 App-V ク ラ イア

ン ト を先にローカル マシンにイ ンス ト ールする必要があり ます。 イ

ンス ト ールで App-V ク ラ イアン ト が検出されなかった場合、 警告が

表示され、 イ ンス ト ールは失敗し ます。 

イ ンス ト ールされた App-V パッ ケージを削除するには、 Windows の

コ ン ト ロール パネルの管理ツールで提供されている [ アプ リ ケー

シ ョ ンの仮想化ク ラ イアン ト ] ツールを使用する必要があり ます。

メ デ ィ アの場所から

ロー ド する

App-V 4.x イ ンス ト ール パッ ケージを メ デ ィ アの場所から ロー ド するには、 こ

のオプシ ョ ンを選択し ます。

圧縮 App-V 4.x、

App-V 5.x

圧縮されたイ ンス ト ール パッ ケージをビルド する場合、 このチ ェ ッ

ク ボ ッ クスを選択し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがク リ アになっ

ている と き、 非圧縮のイ ンス ト ール パッ ケージがビルド されます。
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[App-V 診断ツール ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • 診断ツールは、 App-V 4.x パッ ケージで使用できます。 App-V 5.x から、 パッ ケージに直接診断

ツール シ ョ ー ト カ ッ ト を挿入する必要がな く な り ま し た。 App-V ラ ンチャー ツールは、 App-V  5.x パッ ケージ

の仮想環境内から コマン ド プロンプ ト  ウ ィ ン ド ウを起動する こ とができます。

[ 診断ツール ] ダイアログ ボ ッ クス ([ パッ ケージ情報 ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 領域にある [ 診断

ツール ] を選択する と開きます ) で、 [ レジス ト リ エデ ィ ター ] および [Windows コマン ド プロンプ 診断ツー

ル ] 診断ツールを App-V パッ ケージに含めるよ う に選択できます。

診断ツールを App-V パッ ケージに含める と、 仮想環境で実行中、 アプ リ ケーシ ョ ンのレジス ト リ またはフ ァ イル 

システムを見る こ とができるよ う にな り ます。 た と えば、 App-V パッ ケージの実行中に、 アプ リ ケーシ ョ ンが 

DLL をロー ド できませんとい う エラー メ ッ セージを受け取った場合、 これらの診断ツールを使って、 問題の ト ラ

ブルシューテ ィ ングを行う こ とができます。

レジス ト リー エデ ィ ター診断ツールでは、 ローカル マシンの Regedit.exe を使って仮想デ ィ レ ク ト リ にアクセス

できます。 コマン ド プロンプ ト 診断ツールでは、 ローカル マシンの Cmd.exe を使って仮想デ ィ レ ク ト リ にアク

セスできます。

仮想環境内で診断ツールを起動する

[ 診断ツール ] ダイアログ ボ ッ クスで [ レジス ト リの診断 ] または [ フ ァ イル システムの診断 ] オプシ ョ ンを

選択し た場合、 それらのツールのシ ョ ー ト カ ッ ト が自動的に App-V パッ ケージに追加されます。 

App-V ク ラ イアン ト 前

提条件 (Setup.exe を

生成 )

App-V 4.x、

App-V 5.x

ターゲッ ト  システムに App-V ク ラ イアン ト を イ ンス ト ールする 

InstallShield 前提条件を含める と き、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選

択し ます。 InstallShield 前提条件を リ リースに含める必要がある

場合、 Setup.exe セ ッ ト ア ッ プ起動ツールが必要になる こ とに注意

し て く だ さい。

共有の場所から ロー ド

する

App-V 4.x イ ンス ト ール パッ ケージを共有の場所から ロー ド するには、 この

チ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

App-V ラ ンチャー 

ツールを含める

App-V 4.x、

App-V 5.x

[App-V ラ ンチャー ツールを含める ] オプシ ョ ンを使って、 新し く

ビルド された App-V パッ ケージを配置サーバーに移動する前にロー

カルでテス ト する と き、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。 詳細

については、 「App-V パッ ケージのラ ンチャー ツールを使って App-

V パッ ケージをテス ト する」 を参照し て く だ さい。

テーブル 12 • [ 詳細設定 ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン ( 続き )

オプシ ョ ン
App-V バー
ジ ョ ン 説明
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エン ド ユーザーがこの App-V パッ ケージを実行し た場合、 2 つの追加のシ ョ ー ト カ ッ ト がアプ リ ケーシ ョ ンの

シ ョ ー ト カ ッ ト  フ ォルダーで提供されます。 これらのシ ョ ー ト カ ッ ト の名前は、 アプ リ ケーシ ョ ンの名前と同じ

です。 例 :

[ProductName] Registry

[ProductName] File System

エン ド ユーザーがこれらのシ ョ ー ト カ ッ ト の 1 つを起動し た と き、 その診断ツールが、 アプ リ ケーシ ョ ンの仮

想環境のコ ンテキス ト 内で起動されます。

[App-V パッ ケージのア ッ プグレー ドの設定 ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • 一部の設定は、 特定のバージ ョ ンの App-V パッ ケージ に適用し ます。 バージ ョ ン固有の違いにつ

いては、 必要に応じ て記述されています。

[App-V パッ ケージのア ッ プグレー ドの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 App-V パッ ケージのア ッ プグレー ド を

作成するかど うかを指定し ます。 ア ッ プグレー ド を作成する と指定し た場合、 ア ッ プグレー ドの追加の情報を指

定できます。

テーブル 13 • [App-V パッ ケージのア ッ プグレー ドの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定
App-V バージ ョ
ン 説明

ア ッ プグレー ド を有効にする App-V 4.x、

App-V 5.x

以前の App-V パッ ケージのア ッ プグレー ド を作成する

場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ます。

ア ッ プグレー ド を作成し ない場合は、 このチ ェ ッ ク 

ボ ッ クスを ク リ ア し ます。 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスがク

リ アになっている と き、 [App-V パッ ケージのア ッ プグ

レー ドの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの他の設定も無

効になっています。

このチ ェ ッ ク ボ ッ クスはデフ ォル ト でク リ アになって

います。

常に最新のビルド パッ ケージを

ア ッ プグレー ド する

App-V 4.x [ ア ッ プグレー ド を有効にする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが

選択されていて、 最も最近ビルド された App-V パッ

ケージを更新するア ッ プグレー ド をビルド する場合、

このオプシ ョ ンを選択し ます。

ア ッ プグレー ド するパッ ケージを

選択する

App-V 4.x、

App-V 5.x

[ ア ッ プグレー ド を有効にする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが

選択されていて、 特定の App-V パッ ケージを更新する

ア ッ プグレー ド をビルド する場合、 このオプシ ョ ンを

選択し、 更新する以前のパッ ケージのパスを指定し ま

す。
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[ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 App-V パッ ケージにフ ァ イルを格納する方法を指定でき

ます。 また、 仮想フ ァ イル システムへの書き込みアクセスを許可するかど うかを指定する こ と もできます。

[ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスを起動するには、 [ フ ァ イル ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 

領域にある [ フ ァ イル マ ッ ピング ] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。 このダイアログ ボ ッ クスには、 ( 既に指定され

ている場合 ) 現在のプラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ンのデ ィ レ ク ト リの設定が表示されます。

ア ッ プグレー ド する以前のパッ

ケージ

App-V 5.x [ ア ッ プグレー ド を有効にする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが

選択されていて、 特定の App-V パッ ケージを更新する

ア ッ プグレー ド をビルド する場合、 このオプシ ョ ンを

選択し、 更新する以前のパッ ケージのパスを指定し ま

す。

パッ ケージ名にバージ ョ ン番号を

追加する

App-V 4.x、

App-V 5.x

[ ア ッ プグレー ド を有効にする ] チ ェ ッ ク ボ ッ クスが

選択されていて、 App-V パッ ケージ名にバージ ョ ン番

号を付加する場合、 このチ ェ ッ ク ボ ッ クスを選択し ま

す。

テーブル 13 • [App-V パッ ケージのア ッ プグレー ドの設定 ] ダイアログ ボ ッ クスの設定 ( 続き )

設定
App-V バージ ョ
ン 説明
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[ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 以下の設定を使用できます :

パッ ケージの [ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 COM 分離および名前付きオブジ ェ ク ト 分離の詳細設定を構成

し ます。 このサポー ト は、 App-V 5.x パッ ケージで使用できます。

[ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスにアクセスするには、 [ パッ ケージ情報 ] ページの [ その他のオプシ ョ

ン ] 領域にある [ 分離設定 ] リ ン ク を ク リ ッ ク し ます。

テーブル 14 • [ フ ァ イル マ ッ ピング ] ダイアログ ボ ッ クスの設定

設定 説明

このパッ ケージにフ ァ イルを格

納する方法を指定し ます。

適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• 仮想フ ァ イル システム (VFS) にすべてのフ ァ イルをマ ッ プする — この

オプシ ョ ンは、 App-V 5 SP3 のシーケンサーで導入された動作と同じ で

す。 このサポー ト は、 App-V 4.x および 5.x パッ ケージで使用できます。

• プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を指定する。 このデ ィ レ ク

ト リの子孫である フ ァ イルと フ ォルダーは、 ルー ト  フ ォルダーにマ ッ プ

される — プラ イマ リ アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を使用するには、

このオプシ ョ ンを選択し てから、 オプシ ョ ンで App-V パッ ケージ内のほ

とんどのフ ァ イルを含むアプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を指定し ます。

アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ を指定するには、 省略記号ボタ ン (...) 

を ク リ ッ ク し ます。 その場合、 [ デ ィ レ ク ト リの参照 ] ダイアログ ボ ッ

クスが開き、 この App-V パッ ケージに対し て現在選択可能なイ ンス ト ー

ル先デ ィ レ ク ト リがすべて一覧表示されます。 

アプ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リ フ ィ ールド を空白のままに残すと、 デ ィ

レ ク ト リは実行時に自動的に決定されます。 詳し く は、 「プラ イマ リ ア

プ リ ケーシ ョ ン デ ィ レ ク ト リの指定」 をご覧 く ださい。

実行時に App-V パッ ケージがロー ド される と き、 デ ィ レ ク ト リ およびそ

のコ ンテンツは App-V 仮想ド ラ イブにマウン ト されます。

デフ ォル ト では、 これが設定されています。

フル書き込み許可を VFS に許

可する

作成中の App-V 5.x  パッ ケージに仮想フ ァ イルシステム (VFS) へのフル書

き込み許可を付与するには、 このチ ェ ッ クボ ッ クスを選択し ます。 この

チ ェ ッ クボ ッ クスを選択する と、 サー ドパーテ ィ  アプ リ ケーシ ョ ンをシーケ

ンスする際に役立ちます。
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[ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 以下の設定を使用できます :

レジス ト リ キーの [ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 App-V パッ ケージで、 選択されたキーに対し て 、 App-V パッ ケー

ジの一部であるレジス ト リ エン ト リのみ露出されるよ う にするか、 または、 ローカル レジス ト リ と App-V パッ

ケージのレジス ト リの両方からのレジス ト リ エン ト リ を含む結合ビ ューで表示するかどかを指定できます。

[ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを開 く には、 [ レジス ト リ ] ページでレジス ト リ キーを右ク リ ッ ク し て

から、 [ 分離オプシ ョ ン ] を ク リ ッ ク し ます。

注意 • 分離オプシ ョ ンは、 マイ ク ロ ソ フ ト  オペレーテ ィ ング システムのオブジ ェ ク ト と レジス ト リの設定につ

いて十分な知識がある と きのみ変更し て く だ さい。

[ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択できます :

[App-V パッ ケージの起動 ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

テーブル 15 • [ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クス

設定 説明

COM 分離 適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• COM オブジ ェ ク ト をローカル システムから分離する

• COM オブジ ェ ク ト によるローカル システムとの対話を許可する

名前付きオブジ ェ ク ト の

分離

適切なオプシ ョ ンを選択し ます :

• 名前付きオブジ ェ ク ト をローカル システムから分離する

• 名前付きオブジ ェ ク ト によるローカル システムとの対話を許可する

テーブル 16 • [ 分離オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスのオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ローカル キーと結合

させる

選択されたキーに対し て、 ローカル レジス ト リ と App-V パッ ケージのレジス ト リの両

方からのレジス ト リ エン ト リ を含む結合ビ ューを App-V パッ ケージで表示し ます。

ローカルキーをオー

バーラ イ ド する

選択されたキーに対し て、 App-V パッ ケージの一部になっているレジス ト リ エン ト リ

のみを App-V アプ リ ケーシ ョ ンで表示し ます。
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InstallShield App-V ラ ンチャーを使って、 新し く ビルド された App-V パッ ケージを配置サーバーに移動する前

にローカルでテス ト する と き、 App-V パッ ケージに複数のシ ョ ー ト カ ッ ト が含まれている場合、 [App-V パッ ケー

ジの起動 ] ダイアログ ボ ッ クスが開きます。 すべてのシ ョ ー ト カ ッ ト を含む一覧から起動するシ ョ ー ト カ ッ ト を

選択するよ う に要求されます。

App-V ラ ンチャー ツールを開 く には、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページで [ その他のオプシ ョ ン ] 領域にある 

[App-V パッ ケージのテス ト 起動 ] を ク リ ッ ク し ます。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クス ( フ ァ イルの分離オプシ ョ ンを構成する )

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • この情報は App-V 4.x パッ ケージに適用し ます。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 選択されたフ ァ イルの分離オプシ ョ ンを構成し ます。

注意 • 分離オプシ ョ ンは、 マイ ク ロ ソ フ ト  オペレーテ ィ ング システムのオブジ ェ ク ト 、 App-V、 およびレジス ト

リの設定について十分な知識がある と きのみ変更し て く だ さい。

[ フ ァ イル ] ページで選択されている フ ァ イルの [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスには、 次の設定があり ます

:

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボッ クス ( フ ォルダーの分離オプシ ョ ンを構成する )

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

バージ ョ ン • 一部の設定は、 特定のバージ ョ ンの App-V パッ ケージ に適用し ます。 バージ ョ ン固有の違いにつ

いては、 必要に応じ て記述されています。

[ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスを使って、 選択されたフ ォルダーの分離オプシ ョ ンを構成し ます。

テーブル 17 • フ ァ イルの [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスにある設定

設定 説明

フ ァ イルの種類 フ ァ イルのデータ タ イプを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• アプ リ ケーシ ョ ン データ — フ ァ イルの変更は、 ク ラ イアン ト  システム上で App-V 

パッ ケージのユーザーすべてに対し て保存されます。

• ユーザー データ — フ ァ イルへの変更は、 ログイ ン されたユーザーに対し てのみ保存さ

れます。
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注意 • 分離オプシ ョ ンは、 マイ ク ロ ソ フ ト  オペレーテ ィ ング システムのオブジ ェ ク ト 、 App-V、 およびレジス ト

リの設定について十分な知識がある と きのみ変更し て く だ さい。

[ フ ァ イル ] ページで選択されている フ ォルダーの [ オプシ ョ ン ] ダイアログ ボ ッ クスには、 次の設定があり ま

す :

[ パッ ケージの最適化 ] ダイアログ ボッ クス

エデ ィ シ ョ ン • Microsoft App-V アシス タ ン ト は、 InstallShield Premier Edition で使用できます。

[ パッ ケージの最適化 ] ダイアログを使って、 App-V パッ ケージの実行に関連するパフ ォーマンス と ネ ッ ト ワー

ク ト ラ フ ィ ッ クの制御に対するプ リ フ ァ レンスを指定できます。 選択するパッ ケージの最適化オプシ ョ ンによ っ

て、 App-V パッ ケージの起動速度や、 App-V パッ ケージの使用中に追加の機能を ク ラ イアン ト にス ト リームする

頻度を指定できます。

[ パッ ケージの最適化 ] ダイアログ ボ ッ クスは、 [ ビルド オプシ ョ ン ] ページの [ その他のオプシ ョ ン ] 領域

にある [ パッ ケージの最適化 ] リ ン ク を ク リ ッ クする と開きます。

テーブル 18 • フ ォルダーの [ オプシ ョ ン ] ダイアログボ ッ クスにある設定

設定 説明

分離 選択されたフ ォルダーおよびそのコ ンテンツすべてに対し て分離を行うかど うかを指定し

ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• ローカル デ ィ レ ク ト リ と結合 — 選択されたデ ィ レ ク ト リ と そのコ ンテンツに対し て、

仮想アプ リ ケーシ ョ ンのデ ィ レ ク ト リ にある フ ォルダーと そのコ ンテンツ、 および

ローカル システム上にある フ ォルダーと そのコ ンテンツで構成される結合ビ ューを仮

想アプ リ ケーシ ョ ンで表示し ます。

• ローカル デ ィ レ ク ト リ をオーバーラ イ ド —App-V パッ ケージに含まれる フ ォルダーと

そのコ ンテンツのみを仮想アプ リ ケーシ ョ ンで表示し ます。 App-V パッ ケージのフ ォ

ルダーは、 ローカル デ ィ レ ク ト リから分離されます。

フ ァ イルの種類

バージ ョ ン • この設定は、 App-V 4.x パッ ケージで使用できます。

フ ォルダのデータ タ イプを指定し ます。 選択可能なオプシ ョ ンは以下のとお り です :

• アプ リ ケーシ ョ ン データ — フ ォルダーの変更は、 ク ラ イアン ト  システム上で App-V 

パッ ケージのユーザーすべてに対し て保存されます。

• ユーザー データ — フ ォルダーへの変更は、 ログイ ン されたユーザーに対し てのみ保存

されます。
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[ パッ ケージの最適化 ] ダイアログ ボ ッ クスでは、 次のいずれかのオプシ ョ ンを選択できます :

詳細については、 「パッ ケージの機能ブロ ッ クに関する最適化」 を参照し て く だ さい。

Microsoft App-V への変換に使用できる詳細テーブル設定
仮想変換プロセスを次の方法でカス タ マイズする こ とができます :

• パッ ケージご とにカス タ マイズ — InstallShield を使って直接 ISVirtualPackage テーブルを編集し、 次に参

照される設定を変更し ます。 App-V アシス タ ン ト を使って設定を変更する こ と も可能です。

• グローバルに任意の変換を カス タ マイズ — Settings.xml フ ァ イルを編集し て、 ISVirtualPackage テーブルで指

定できる多 く の設定のデフ ォル ト 値を指定できます。 

ISVirtualPackage テーブルの編集の他にも、 パッ ケージに含まれる特定のアイテム ( 特定のシ ョ ー ト カ ッ ト 、 フ ァ

イル、 レジス ト リ エン ト リ、 またはデ ィ レ ク ト リ など ) に関連する App-V 変換設定を格納する他のテーブル 

(directory、 file、 registry、 shortcut) を編集する こ と もできます。 

App-V 変換プロセスに関するテーブル設定のカス タ マイズに関する情報は、 次のセクシ ョ ンに分けて説明されて

います :

• ISVirtualPackage テーブル

テーブル 19 • パッ ケージの最適化のオプシ ョ ン

オプシ ョ ン 説明

ス ト リームの最

適化ス ト リーム

のさいてきか

Microsoft App-V アシス タ ン ト によ って、 アプ リ ケーシ ョ ンのシ ョ ー ト カ ッ ト の静的分析が

実行され、 機能ブロ ッ ク 1 と機能ブロ ッ ク 2 に含める フ ァ イルが判別されます。

このオプシ ョ ンを利用する と、 起動時間が若干短縮されますが、 アプ リ ケーシ ョ ンの使用

時のネ ッ ト ワーク ト ラ フ ィ ッ クが制限されます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルが起動時またはアプ リ ケーシ ョ ンの使用時にス ト リー

ムされたと き、 それらは App-V キャ ッ シュに保存されるため、 次回アプ リ ケーシ ョ ンが使

用される と き、 再度ス ト リームする必要はあ り ません。

オフ ラ イ ン使用

の最適化オフ ラ

イ ン し よ う のさ

いてきか

App-V パッ ケージに含まれるすべてのフ ァ イルは、 機能ブロ ッ ク 1 に含まれます。 すべて

のフ ァ イルはス ター ト ア ッ プ時に、 アプ リ ケーシ ョ ンが起動される前にク ラ イアン ト の 1 

つのフ ァ イルにス ト リームされます。 その後は、 ス ト リームは行われません。 すべての

フ ァ イルは App-V キャ ッ シュに格納されるため、 その後、 マシンが App-V サーバーから接

続解除になったと き も、 アプ リ ケーシ ョ ンは続けて使用できます。

ターゲッ ト  システムが App-V サーバーに接続し ていないと き も、 ユーザーが App-V パッ

ケージを使う こ とができるよ う する場合、 および、 App-V アパッ ケージの使用中にネ ッ ト

ワーク ト ラ フ ィ ッ ク を除去する場合、 このオプシ ョ ンを選択し ます。

メ モ • アプ リ ケーシ ョ ンのフ ァ イルが起動時またはアプ リ ケーシ ョ ンの使用時にス ト リー

ムされたと き、 それらは App-V キャ ッ シュに保存されるため、 次回アプ リ ケーシ ョ ンが使

用される と き、 再度ス ト リームする必要はあ り ません。
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• ISVirtualRelease テーブル

• ISVirtualDirectory テーブル

• ISVirtualFile テーブル

• ISVirtualRegistry テーブル

• ISVirtualShortcut テーブル

• その他の仮想変換の設定

• Settings.xml フ ァ イルの編集

メ モ • ISVirtualPackage テーブルの設定をグローバルに変更する場合、 「Settings.xml フ ァ イルの編集」 に記述されて

いる通り Settings.xml フ ァ イルを編集する こ とができます。 ただ し、 ISVirtualDirectory、 ISVirtualFile、 ISVirtualRegistry、

および ISVirtualShortcut テーブルの設定を  Settings.xml フ ァ イルで指定する こ とはできません。

ISVirtualPackage テーブル

ISVirtualPackage テーブルは、 パッ ケージ全体の変換設定を格納する メ イ ンのテーブルです。 このテーブルを編集

するには、 パッ ケージを InstallShield で開いてから [ ダイ レ ク ト  エデ ィ タ ] ビ ューを使用し ます。 また、

InstallShield アシス タ ン ト で選択を行う と、 このテーブルの設定も変更されます。 

次は、 ISVirtualPackage テーブル内の App-V 設定です。

テーブル 20 • ISVirtualPackage テーブルの App-V 設定

名前 値
デフ ォ
ル ト 意味

AppVComments SFT フ ァ イル コ メ ン ト

AppVDiagFileSystem 1 0 フ ァ イル システム診断ツールを含

める - 物理 System32 フ ォルダー

から cmd.exe を実行するための

シ ョ ー ト カ ッ ト を含みます。 この 

cmd.exe およびそこから起動される

任意のプログラムは、 パッ ケージ

の仮想環境へのアクセスが可能で

す。

AppVDiagRegistry 1 0 レジス ト リ システム診断ツールを

含める - 物理 Windows フ ォルダー

から regedit.exe を実行するため

のシ ョ ー ト カ ッ ト を含みます。 仮

想環境へのアクセスが可能です。

AppVDSC0、 AppVDSC1 など OSD または SFT 

フ ァ イルへの絶対

パス [ : 

MANDATORY]

Dynamic Suite Composition の設定
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AppVFullVFSWriteMode 1 0 VFS フル書き込みモー ド を有効化す

る場合に設定し ます。

メ モ • この設定は、 App-V 5.x 

パッ ケージにのみ適用し ます。

APPVLOADING 1 0 このオプシ ョ ンを ラ ッパー MSI に 

SFT フ ァ イルを含まないよ う に設定

し ます。 SFT フ ァ イルは OSD およ

びマニフ ェ ス ト  フ ァ イルで指定さ

れたサーバーの場所からス ト リー

ムされます。

AppVMsiWrapperCompress 1 0 ラ ッパー MSI の圧縮設定

AppVName MSI の名

前と同

じ

パッ ケージ名を指定

AppVNoCompression 1 0 圧縮設定 - デフ ォル ト は圧縮

AppVNoSpacesInFileNames 1 SFT、 OSD および '_' を含むアイ コ

ン フ ァ イル名の空白スペースを置

換し ます。

AppVOS OS を示すビ ッ ト 演

算またはフ ラグ

0 0 は、 OS 非依存を示し ます。 それ

以外のビ ッ ト  1 で始まる OS の一

覧 : WinXP、 WinXP64、 Win2003Svr、

Win2003TS、 Win2003TS64、

Win2008Svr、 Win2008TS、

Win2008TS64、 WinVista、

WinVista64、 Win7、 Win764、

Win2008R2TS64

AppVPackageOptimization オフ ラ イ ンまたは

ス ト リーム

ス ト

リーム

[ ス ト リーム ] が選択されている場

合、 シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト の

みが機能ブロ ッ ク 1 (FB1) に配置

されます。 その他の場合、 パッ

ケージ全体が FB1 に配置されます。 

テーブル 20 • ISVirtualPackage テーブルの App-V 設定

名前 値
デフ ォ
ル ト 意味
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AppVPrereq 1 0 ラ ッパー MSI のセ ッ ト ア ッ プ前提

条件と し て App-V ク ラ イアン ト  

セ ッ ト ア ッ プを含めるオプシ ョ ン

を設定し ます。 この機能を使用す

るには、 App-V ク ラ イアン ト  セ ッ

ト ア ッ プの再配布可能フ ァ イルを

取得する必要があ り ます。

AppVRootFolderName 製品名

とバー

ジ ョ ン

に基づ

く  8.3 

の名前

ルー ト  フ ォルダー名を指定

AppVRuntimeDrive M: などのド ラ イ

バー名

Q: 使用する App-V ク ラ イアン ト  ド ラ

イブ

AppVServerURLHost SFT フ ァ イルのサーバーの場所

AppVServerURLPort SFT フ ァ イルのサーバーの場所

AppVServerURLProtocol RTSP、 RTSPS、

FILE、 HTTP、 また

は HTTPS

SFT フ ァ イルの場所へのアクセスに

使用するプロ ト コル

AppVSpaceReplacementString 一部の文字列 AppVNoSpacesInFileNames プロパ

テ ィ を 1 に設定し たと きに使用し

ます。 SFT、 OSD、 およびアイ コ ン 

フ ァ イル名に含まれる空白スペー

スは、 このプロパテ ィ の値と し て

指定された文字列で置換されます。

文字列 'EMPTYSTRING' が使用され

た場合、 空白スペースは削除され

ます。

AppVTestLauncher 1 1 AppVLauncher.exe は、 新し く ビル

ド される App-V パッ ケージの隣に

コ ピーされます。 このツールを

使って App-V パッ ケージの配置を

簡単にテス ト する こ とができます。

AppVUpgrade 1 0 ア ッ プグレー ド パッ ケージの作成

を有効にし ます。

テーブル 20 • ISVirtualPackage テーブルの App-V 設定

名前 値
デフ ォ
ル ト 意味
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AppVUpgradeAppendPackageVersion 1 1 SFT フ ァ イル名の終り にパッ ケージ 

バージ ョ ンが追加されます。

AppVUpgradeLatest 1 0 MSI フ ァ イルの隣にある適切に名前

が付けられたサブ フ ォルダー内で

見つかった SFT フ ァ イルの更新済

みタ イムス タ ンプに基づいて、 最

も最近ビルド し た App － V パッ

ケージを検出し ます。

AppVUpgradePreviousPackage ア ッ プグレー ド される以前のパッ

ケージから SFT の絶対パス

AppVv5ComInprocess 1 0 1 に設定し て、 イ ンプロセス COM 

イ ン タ ラ クシ ョ ンを有効化し ます。

このオプシ ョ ンを使用するには、

COM イ ン タ ラ クシ ョ ン も有効化する

必要があ り ます。 

メ モ • この設定は、 App-V 5.x 

パッ ケージにのみ適用し ます。

AppVv5ComInteraction 1 0 1 に設定し て、COM イ ン タ ラ クシ ョ

ンを有効化し ます。 

メ モ • この設定は、 App-V 5.x 

パッ ケージにのみ適用し ます。

AppVv5ComOutofprocess 1 1 1 に設定し て、 アウ ト  プロセス 

COM イ ン タ ラ クシ ョ ンを有効化し ま

す。 このオプシ ョ ンを使用するに

は、COM イ ン タ ラ クシ ョ ン も有効化

する必要があ り ます。 

メ モ • この設定は、 App-V 5.x 

パッ ケージにのみ適用し ます。

テーブル 20 • ISVirtualPackage テーブルの App-V 設定

名前 値
デフ ォ
ル ト 意味
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メ モ • これれあの設定をグローバルに変更する場合、 「Settings.xml フ ァ イルの編集」 に記述されている通り 

Settings.xml フ ァ イルを編集する必要があ り ます。 

ISVirtualRelease テーブル

ISVirtualRelease テーブルは、 InstallShield プロジ ェ ク ト  リ リース と ビルド する仮想パッ ケージの種類との関

連性を格納し ます。 このテーブルは InstallShield 基本の MSI プロジ ェ ク ト を編集する場合にのみ適用し ます (

ダイ レ ク ト 編集モー ド で MSI パッ ケージを編集する場合を除 く )。 アシス タ ン ト を使って関連する選択を行う と、

このテーブルの設定も変更されます。

AppVv5EnableBrowserHelperObjects 0 1 0 に設定し て、 ブ ラウザー ヘル

パー オブジ ェ ク ト を無効化し ます。 

メ モ • この設定は、 App-V 5.x 

パッ ケージにのみ適用し ます。

AppVv5NamedObjectsInteraction 1 0 1 に設定し て、 名前付きオブジ ェ ク

ト のイ ン タ ラ クシ ョ ンを有効化し

ます。 

メ モ • この設定は、 App-V 5.x 

パッ ケージにのみ適用し ます。

BuildMSI 1 0 App-V パッ ケージの配置に使用でき

る ラ ッパー MSI フ ァ イルを作成し

ます。

MSIFile0、 MSIFile1 など MSI への絶対パス 現在のパッ ケージ と共にスイー ト

と し て 1 つのパッ ケージにま とめ

る別の MSI パッ ケージを示し ます。

VirtualPackageBuildOutputFolder デ ィ レ ク ト リへの

絶対パス

変換された仮想アプ リ ケーシ ョ ン

を ソース MSI の隣にある フ ォル

ダーに作成する代わり に、 この指

定する場所の下にある新しいフ ォ

ルダーに配置し ます。 これは、

settings.xml のグローバル リ ダイ

レ ク ト  オプシ ョ ンを上書き し ます。

テーブル 20 • ISVirtualPackage テーブルの App-V 設定

名前 値
デフ ォ
ル ト 意味
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メ モ • このテーブルの設定は Settings.xml フ ァ イルで指定する こ とはできません。

ISVirtualDirectory テーブル

次は、 ISVirtualDirectory テーブル内の App-V 設定です。

テーブル 21 • ISVirtualRelease テーブルの全般設定

ISRelease_ ISProductConfiguration_ 名前 値 意味

ISRelease へのキー ISProductConfiguration への

キー

BuildVirtualPackage 1 関連リ リースが

ビルド される と

きに、 仮想パッ

ケージも ビルド

し ます。

ISRelease へのキー ISProductConfiguration への

キー

Provider Thinstall、

AppV、 およ

び Citrix 

のセ ミ コ ロ

ン区切りの

一覧

MSI パッ ケージ

を変換する目的

の仮想テ ク ノ ロ

ジを示し ます。

テーブル 22 • ISVirtualDirectory テーブルの App-V 設定

Directory_ 名前 値 意味

Directory テーブルへの

キー

AppVUserData 1 これが設定されている場合、 このデ ィ レ ク ト

リはユーザー データ と し て処理されます。 指

定されていない場合、 デフ ォル ト  アルゴ リズ

ムを使ってデ ィ レ ク ト リがユーザー データ ま

たはアプ リ ケーシ ョ ン データのどち らである

かマーク されます。

Directory テーブルへの

キー

AppVOverride 1 ア ッ プグレー ド中にデ ィ レ ク ト リ コ ンテンツ

をオーバーラ イ ド し ます。
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ISVirtualFile テーブル

次は、 ISVirtualFile テーブル内の App-V 設定です。

ISVirtualRegistry テーブル

次は、 ISVirtualRegistry テーブル内の App-V 設定です。

ISVirtualShortcut テーブル

次は、 ISVirtualShortcut テーブル内の App-V 設定です。

テーブル 23 • ISVirtualFile テーブルの App-V 設定

File_ 名前 値 意味

File テーブルへのキー AppVUserData 1 これが設定されている場合、 このフ ァ イル

はユーザー データ と し て処理されます。 指

定されていない場合、 デフ ォル ト  アルゴ リ

ズムを使ってフ ァ イルがユーザー データ ま

たはアプ リ ケーシ ョ ン データのどち らであ

るかマーク されます。

File テーブルへのキー AppVOverride 1 ア ッ プグレー ド中にフ ァ イルをオーバーラ

イ ド し ます。

テーブル 24 • ISVirtualRegistry テーブルの App-V 設定

Registry_ 名前 値 意味

Registry テーブルへの

キー

AppVOverride 1 これが設定される と、 仮想アプ リ ケーシ ョ ン

は物理マシン上に子キーが存在する場合でも、

仮想パッ ケージ内のレジス ト リ キー コ ンテン

ツのみを参照し ます。 そ う でない場合、 仮想

アプ リ ケーシ ョ ンは仮想パッ ケージの値のみ

を参照し ますが、 仮想パッ ケージにも子キー

が存在し ない場合は、 物理マシンを参照し ま

す。

テーブル 25 • ISVirtualShortcut テーブルの App-V 設定

Shortcut_ 名前 値 意味

Shortcut テーブルへの

キー

AppVApplication 0 0 の値は、 このシ ョ ー ト カ ッ ト が変換され

た App-V パッ ケージに含まれないこ と を示

し ます。
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ISVirtualShortcut テーブルに手動でエン ト リ を追加し ます。

通常、 OSD フ ァ イルに含まれる ターゲッ ト  バージ ョ ンは、 App-V 4.x パッ ケージ フ ォーマ ッ ト への変換中に自動

的に決定されます。 シ ョ ー ト カ ッ ト  ターゲッ ト  フ ァ イルのバージ ョ ンが使用されるか、 ターゲ ッ ト  フ ァ イルに

バージ ョ ンが無い場合はデフ ォル ト 値の ‘1.0’ が使用されます。 カス タム バージ ョ ンを設定する場合、

ISVirtualShortcut テーブルにエン ト リ を手動で追加できます。 

タ スク InstallShield Editor を使って ISVirtualShortcut テーブルに手動で入力する場合、 以下の手順に従います :

1. [ ダイ レ ク ト  エデ ィ ター ] ビ ューを開きます。

2. ISVirtualShortcut テーブルを選択し てから  [ 新規 ] を ク リ ッ ク し て、 新しいレ コー ド を追加し ます。

3. 次の値を入力し ます ：

• [ シ ョ ー ト カ ッ ト ] には、 シ ョ ー ト カ ッ ト のキーを入力し ます。

• [ 名前 ] には、 プロパテ ィ 名 [AppVTargetVersion ｣ を入力し ます。

• [ 値 ] には、 適切なバージ ョ ン番号を入力し ます。

4. [OK] を ク リ ッ ク し ます。

メ モ • この設定は、 App-V 4.x 変換処理にのみ適用し ます。

その他の仮想変換の設定

次の XML フ ァ イルを編集し て、 仮想パッ ケージの作成に影響を持つグローバル設定を変更する こ とができます。

テーブル 26 • その他の設定

場所 名前 値 意味

System\Msi.xml IgnoreTables MSI テーブル名 変換中に特定のテーブ

ルに付けられたフ ラグ

がエラーであるか、 警

告であるかを制御し ま

す。

System\Msi.xml IgnoreCustomActions MSI カス タムアク

シ ョ ンの名前

仮想変換中に無視し て

も問題のないカス タム 

アクシ ョ ンの一覧

System\Msi.xml PropertyDefaults 指定された値を持

つ MSI プロパ

テ ィ 名

警告フ ラグを付ける代

わり に、 特定の MSI プ

ロパテ ィ に使用するデ

フ ォル ト 値
74 社外秘 ISP-2400-VG00 InstallShield 2018 仮想化ガイ ド



カス タム仮想アプ リ ケーシ ョ ンの作成

Microsoft App-V パッ ケージの作成
Settings.xml フ ァ イルの編集

Settings.xml フ ァ イルを編集するには、 フ ァ イルの Virtualization/Properties セクシ ョ ンにある各設定にプロパ

テ ィ 要素を追加し ます。 Settings.xml フ ァ イルは次のデ ィ レ ク ト リ にあ り ます :

[InstallShield インス ト ール デ ィ レク ト リ ]\Support\0411

フ ァ イルの次のセクシ ョ ンを編集し ます :

<Virtualization>

...

<Properties>

<!--Use this section to provide a global default for any setting 

that is found in the ISVirtualPackage table-->

<!--<Property Name="AppVRuntimeDrive" Value="G:"/>-->

<!--<Property Name="AppVServerURLPath" Value="%PackageName%_v%PackageVersion%" />-->

</Properties>

</Virtualization>

Support\0411\settings.xml GlobalBuildRedirectFolder 絶対デ ィ レ ク ト リ 

パス

変換された仮想アプ リ

ケーシ ョ ンを ソース 

MSI の隣にある フ ォル

ダーに作成する代わり

に、 この指定する場所

の下にある新しいフ ォ

ルダーに配置し ます。

テーブル 26 • その他の設定

場所 名前 値 意味
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